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e

AAMT会 長就任のご挨拶

独立行政法人情報通信研究機構 井佐原 均

 本年度 の総会 にお いて、辻 井潤 一一前会長(東

京 大学教授)か ら、AAMT会 長 を引き継がせ

ていただきま した。 高名 な諸 先生 方の務 めて

こ られ た職 であ り、身 の引き締 まる思 いです。

私 自身 、これ まで技術動 向調 査委 員会 と編集

委 員会の委員長 としてAAMTの 活 動に関わっ

て まい りま したが、 これか らは、小 谷泰造副

会長(株 式会社 インター グルー プ代表取締役社

長)、 飯 田仁 副会長(東 京 工科大学教授)を 初 め、

理事 ・監事の皆様方、 また、内元清 貴機械翻

訳課題調査委員会委員長(情 報通信研 究機構 主

任研究員)、宇津 呂武仁編集委員会委員長(筑 波

大学助教授)、 富士秀 インター ネ ッ トワー キン

ググループ リー ダー(富 一i:通研究所)の ご協力

を得て、微力なが ら、AAMTの 一層の発展の

お 手伝い をさせていただ きます。辻井潤一前

会長 にも引 き続 き、AAMT/Japio研 究会の委員

長 として ご尽力 いただ きます。

 今年度 か ら、従来の技術動 向調査委員会 と

市場動 向調査委員会 を統合 して、機械翻訳課

題 調査委員会 として、新たな体制での活動 を

開始 いた しま した。長年、 市場動向調査委員

会 の委員長 を務 めてい ただ きま した坂本義行

先生 に、この場 を借 りて御礼 申 し ヒげます。

 インター ネ ッ トで世 界が繋 が り、言語の異

なるコ ミュニテ ィ との情報交流 も盛ん になっ

ています。 しか し誰 もが多 くの言語 を 自在 に

操れ るわけではあ りませんか ら、いわゆる言

語障壁 が大きな問題 とな ります。 言語障壁 の

解 消を 日指 して、よ り高精度 の機械翻 訳シス

テ ムの実現や 、機械翻訳 システ ムの活用法 の

確 立が求 め られ ています。

 機械翻 訳システムを取 り巻 く環境 として

は、近年、大 量の 言語資源 が利 用11∫能 とな り、

計算機のパ ワー も増 大 しました。 これ によ り、

よ り実用的な機械翻訳 システ ムを開 発で きる

可能性が 高まってい ます。 また、パ ッケー ジ

ソフ トをパ ソコンにイ ンス トール して使 うと

い った使い方だ けでは な く、 ホームペー ジで

の翻訳サー ビスの よ うな新 しい機械翻訳の使

われ方 も現れ、機 械翻訳のユーザ を広げてい

ます。

 翻訳は 言葉の違い を繋 ぐ輪の役割 を果た し

ますが、ア ジア 太'i冗洋機械翻訳協会(AAMT)

は、 さらに:つ の輪 を結びた い と思い ます,,

一つはア ジア太'F洋 機械翻訳協会の名が示す

よ うに、ア ジア太'1乙洋の国 々におけ る機械翻

訳関連の活動を 支援 し、繋げてい こ うと思い

ます。 ご存知の よ うに 、ア ジア太'ド洋機械 翻

訳協会は1991年 の設 立以 来、ll本 を中心

にその活動 を進 めて きま した。機 械翻訳 シス

テ ムの開発のブ レー クスルーが 脅想され る

今 、よ りア ジア圏r体 に開かれたAAMTと す

るた めに、まず 中国 にChina Branchの 設置を

目指 します。

 も う一つの輪 として 、AAMTは 、 さまざま

な場面で機械翻訳 に関わって いる方々が、相

互 に交流 できる場 を 日指 します。開発 された

機械翻訳 システ ムも使 われ な くては意味があ

りません。 システ ムを開発す る人 とシステム

を使 う人 との両輪 で翻 訳 とい う知的作 業が実

現 され ます、,AAMTは 、 この両輪 を繋いで、

機械翻訳 システ ムが実際 に広範 囲に使われ る

環境 の構築 を 目指 します、,
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 究極 の機械 翻訳 システムは何 で しょ うか?

そのひ とつの方 向は機 械翻訳 の存在 を意識 し

ない環 境の実現 で しょ う。 ネ ッ トワー クや検

索 システ ムに組み 込まれて 、 自然 と多言語 の

世界を彷律で きる よ うな環境 の構 築が 考え ら

れ ます.ま た、言語 で記述 され た 事柄 だけを

翻訳す るの ではな く、身振 りや表情な どの非

,㌃語情報 を翻 訳 した り、 さらには知識 を直接

変換 す るよ うな システ ムの開発 も新た な方向

と して 考え られ るで しょう,,

 人は、その 知的活動や 、感性 の処理 の多 く

を言葉 によって行 っています。AAMTは 、 こ

の よ うな 人の活動の 中核 をなす言語 を用 いた

情報 交換 を支援 す るシステ ム と して の機械 翻

訳 シ ステ ム の開 発 と活 用 を支 援 して い き ま

す。 今後 とも、皆様 の ご協力 の下、言 語障壁

の 克服 に 向 け た活 動 を進 めて ま い ります の

で、よろ しくお願 いいた します。
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一
              AAMT会長退任にあたって

東京大学大学院 辻井 潤 一

 田中穂 積前会長(元 東工大教授、中東大教授)か

らAAMT会 長 の任を引 き継 いだのは、1999年 の

MT Summit(シ ン ガポール)の 翌年 、2000年6月 で し

た。 以後6年 間、2005年 に 再びMT Summitを ア ジ

ア地区(プ ーケ ッ ト島、 タイ王国)で 開催 し、慣 例に

したがって、本年度 の総会 で、井佐原均 先生に 会長

を引き受 けていただ くことにな りま した。 この間、

2003年 の ニ ューオー リンズでのSummitか ら2005

年 ま で、国際機械 翻訳連盟(IAMT)の 会 長 も、つ と

め させ て もらい ま した。6年 間、機械翻訳 に携わ る

方 々、また、AAMT事 務 局の人たち とともに、非常

に楽 しく、また、有意義な時間 を過 ごす ことがで き

ま した。

 会 員皆様の ご尽力、ご協力のおかげ と感謝 してい

ます。

 この6年 間は、非常 に多くの出 来事が あった時期

で もあ ります。シンガポール の次のSummit(2001年)

は 、スペ インのサンチャゴ とい う、カ ソリック教 の

聖地、巡礼の町 と して栄 えた町で開催 され ま した。

私がAAMTの 会 長 と して参加 した最初のSummit

で す 。

 サ ンチ ャゴは、スペイ ンの 中で も、中世世界、キ

リス ト教 世界の象徴の よ うな、古 い町 並み が印 象的

な町で した。ただ、 この会議の直前に、9.11、 ニ ュ

ー ヨー クWTCの ア タックがあ り
、 日本か らの参加

者が激減 しま した。私がスペ インに向か う前11の こ

とで 、会議 中 も、テ レビで は24時 間、 事件の報道

が続 き、参加 者全員が釘付 けになる とい う具合で し

た。また 、米国か らの参加者 は、空港で足 止め され

遅れ て到 着す るな ど、事件 の影響 が非 常に大きかっ

た会議 です。

 多 巨ξ語の情 報収集 は、それ 以前か ら米国の研 究プ

ロジェク トとしてあ りま したが、 この 事件以 後、

その必 要性が強 く認識 され、機械翻訳 に人きな研究

投資が行われ るよ うにな ります。振 り返 ってみる

と、機械翻 訳分野に とって も、影響が非常 に大きな

事件で した。

 統 計翻訳の 世界的な リー ダーであ るHerman Ney

教授 が、初めてMT Summitに 出 席 したの も、この

サ ンチ ャゴ会議で、2005年 の プー ケ ッ ト会議で会

った とき、彼が 「スペイ ンの会議では、統計翻訳は

まだ新参者で好 奇の 目で見 られていた 、それが 、ブ

ーケ ッ トでは
、招待講演、パ ネル 、 ・般 発表にいた

るまで、統 計翻 訳 一色だ」と言っていたのが印象的

で した。 この6年 間は、機械翻訳 の 躍1に 革命的な

変化があ った6年 で もあ りま した、,

 テ ロや局地紛争な ど、その時点 での 世界の政情に

あわせて迅速に、それ までの研究 蓄積 のな い、㌃語を

対象 とす る翻訳 システムが必要 とな る、この ことか

ら、対象 β語の 文法を構 築する といった、長どうっ

こ しい システムはだめで、大きな 言語デー タさえあ

れば とりあえずの システ ムが構築 できる統計翻訳

が よい。 こ うい う9.11以 後 の政治的背 景が、研究

を加速 した、とい う側 面が あ ります,,Ney教 授 が始

めて参加 した会議 、あ るいは、9.11と その後の翻訳

技術 の変 革な ど、サ ンチ ャゴでの会議は、いろいろ

な意味で 重要な会議 とな りました、

 個 人的 には、この会議 は、イ タリアのAntonio

Zampoli教 授 と直接会 う最後 にもな りま した、,

Zampoli教 授 は、国際計算言語委 員会(ICCL:

International Committee ofComputational Linguistics)

の 中核的 なメンバー であ り、また、、一㌃語資源 と評価

の国際会議(LREC)の 創 始者 で、私が尊敬す る先輩

研 究者の一一人です。

 Zampoli教 授 には、 AAMTが 組 織 した シンガポー

ルのSummitに も参加 していただき、楽 しいII!j間

3



を過 しました1サ ンチ ャゴ会議 にも出席 していただ

いたのです が、夕食後、もう暗 くな った 中、聖ヤ コ

ブ 大聖堂前の広場 を足il1・に歩 いて いる とき、教授が

「最近、め まいが激 しく、体調が よくな い」と話 し

てお られたのが、今 も記憶 に強 く残 ってい ます。

教授は 、そ の翌年、私が出席で きなかったLREC

会 議 で倒れ られ 、その後、国際会議 などには 出席 さ

れ ることな く、亡くな られ ま した。教授 は、統計的

な機械 翻訳の源 流 ともいえ るデー タにJ,つ く.錆 吾

学(コ ーパ ス言語学:)を 非常 に 早くか ら推 し進 め ら

れ た 方 で す が 、そ の 業績 を た た え たAntonio

Zampoli賞 の 第 ・【・i受賞者(2004{fこLREC,リ ス ボ

ン)は 、IBM統 計 翻訳の創始者であ るFJelineck博

トで した,

 2003年 、2005年 の 会議は、ニュー オー リンズ と

プー ケッ ト島 とい う、大きな 自然災害 にJL 4'T一われ た

町での開催 とな り セした.2003年g月 当時のニ ュ

ー オー リンズは、夜 も暖か く、深夜 までジャズが流

れ る陽 気 なIHj'で した、、夜 は スパ イ シー なCajun

Foodと ジ ャズ、怪 しげな呪術のお店 、 Mardi Gras

の カーニバルが想像で きる宿騒 、昼間は、「風 と共

に 去 りぬ」の雄台 その 芸圭のプランテー シ ョン屋敷

と、北米 とはかな り異なった文化 に囲 まれた くつ ろ

いだ会議 とな り 貢したが、その後、陽気 でいかがわ

しい町ニューオー リンズは、台風 カテ リーナで様相

が ・変 した ようです、,

 プ ー ケッ トは、逆 に開催 の前年 に大津波が あ り、

9ヶ 月あ まりの時間はある ものの、本 当に レ定通 り

開催 してよいのか どうか な ど、捌崔者 と しては相 当

に頭 を悩 ませ ましプこ,実 際には、r想 以Eに 早く津

波による被害 か ら回 復 してい るこ と、また、会議 を

開催す る ことが現 地の 人たちへの側 面か らの支援

となる との判断 で、f定 通 り開催 しま した,

 会議 は、現会長の井佐 原 さん、 また、Virachさ

ん(Virach Sornlertlamvanich)を は じめ とす る現地

の研究 者のおか げで 、非常な成功で した、,特に、タ

イの人たち特有の、少 しはにかむ よ うな笑み と相 手

への こまやかな心遣いな ど、心理的 ・物理的 に残 っ

ているであろ う傷を感 じさせない会議運営で、ア ジ

ア と しての特徴があ る会議 とな りま した。

 シ ンガポールか らプーケ ッ トまでの6年 問は、ア

ジアの存在感 が加速 度的 に増 大 した6年 間で もあ

りま した、、フー ケッ トの会議では 、中国 ・イ ン ド・

パキ スタン ・イン ドネシア ・シンガポールの研究者

な ど、幅 広い地域 か らの参加 があ り、これ までの 日

本 ・台湾 ・韓国に加 えて、アジアの研究が 占める割

合が格段に増大 した、とい う印象があ りました。ア

ジアは、研究の多様性、層の厚 さな どの点で 、姉妹

組織AMTAの 北 米、 EAMTの ヨー ロ ッパ と同等 、

あ るいは、それ らを凌駕す るところまで成長 した と

い って よいで しょ う。

 このア ジアの存在感の増大は、これ か らも、さ ら

に加速 され るで しょう。 それ に伴 って 、AAMTの

重 要さ も増す とお もい ます。ただ、 ヨー ロ ッパ ・北

米と異な り、アジアの持 つ 占語の多様性 、文化的 な

広が りは、AAMTの 組 織運 営に さまざまな難 しさ

ももた らす ことで しょ う.

 機 械翻訳技術の方 も、サ ンチ ャゴか らニューオー

リンズ、プー ケ ッ トへ と一 直線 に発展 してきた統計

翻訳の枠組みが 一一段落 し、次の飛躍 を必 要と して い

るよ うです、、AAMT初 代 会長の長尾眞 先生、 IAMT

前 会 長のEd Hovy教 授 な ど、プー ケ ッ ト会議 に参

加 した多くの研究者が、同 じ印象を持たれたよ うです、,

 プ ー ケッ ト会議に参加 した研 究者の中に、サ ンチ

ャゴのNey教 授 にあた る人た ちがいたのか も知れ

ませ ん。 次の6年 も、 この6年 と同 じ、あ るいは、

それ 以Lに 、機 械翻訳には大 きな飛躍 と変化があ る

で しょ う,,大 いに期待 して いる と同時 に、その飛躍

と変化、困難 の解決 に私 な りの 寄 与をできれ ば、と

思ってい ます。

 6年 間、あ りが とうございま した。
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要 旨

本稿 では、著者 の所)rす る国立 ダブ リン ・シテ ィ大学(DCU)に おけるMT関 連 コー スな らび に研 究

の概 要を紹介す る、、本学 はバイ オテ クノロジーをは じめ、先端技術や技術 革新をめ ざ した教育、研 究

に力を入れ てお り、 コン ピュー タ学部 にお け るEBMT研 究、 文学部で もMTな らびに翻訳 支援技術の

教育 、研究 が活発 に行 われ ている。翻 訳専攻 課程 は学部、院 レベ ル とも翻 訳テ クノロジーが必須科 目

となってお り、機械翻 訳を含む技術 の理 論、実践 を取 り入れ た、 日本ではまだみ られ ない 環 した翻

訳者教育が行 われ ている。 さらに、本学 では外部研 究者 の受 け人れ体制 も整 ってお り、アイルラン ド

国内で唯一 日本 語を専攻 できる ことか らも、今 後 さまざまな形 での 口本 との交流が期待 され る。

1.Overview

This article provides a snapshot of how MT and related techno且ogies are taught and researched at Dublin City

University(DCU), where both authors teach and conduct research in these areas. We will focus on translator

training and research from the humanities perspective, with some reference to Japanese language students taking

relevant courses, as well as MT research conducted in the School ofComputing. DCU is the only Irish university

offering 4-year undergraduate degree courses such as Language for International Communication(LIC)in which

the students can choose Japanese as the major language and combine it with TS.

Together with Trinity College Dublin and University College Dublin, DCU forms part of the Irish national
university network based in Dublin, Ireland. Having just celebrated its 25`"year of existence, and being of

moderate scale with about 10,000 students, DCU is known for its clear focus on technology-oriented disciplines
where substantial external funding is drawn from the major funding bodies such as the European Union and

Science Foundation Ireland. The School of Computing at DCU has a large number of postdoctoral researchers
and postgraduate students funded by such external sources, including l l students actively engaged in MT

research. In the context of translation, the School of Applied Language and Intercultural Studies(SALTS)'forms

part of the joint Faculty of Humanities and Social Sciences at DCU and is known for internationally active TS
research with the flagship postgraduate programmes being the Graduate Diploma in Translation Studies(GTS)
and the Masters in Translation Studies(MTS). The year-long GTS programme typically attracts around 40

students from all over Europe and a small group of students from outside the continent. In keeping with the

university's technology orientation, in addition to more traditional TS research areas, SALIS houses researchers
working in the area of language and technology, including corpus linguistics, localisation, multimedia translation

and CALL(Computer-aided Language Learning). Among some 20 PhD students currently registered at SALIS,
nearly half are engaged in TS research of whom s are conducting translation research involving technology in

some way.

2.Computer-aided Translation Training in Europe

As evident in the earlier initiatives such as the Language Engineering for Translators'Curricula(LETRAC)

proposed in the late 1990s(Badia,1999), academics in Europe have been concerned with the gap developing
between professional requirements in the industry and translator training at tertiary institutions, chiefly in the

I htt
p://www.sfi.ie

2Th
e School is divided into three sections, comprising Language Studies, lntercultural Studies and Translation

Studies where students can choose from German, French, Spanish, Japanese, Irish and introductory Chinese.
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area oftranslation technology. The latter now forms an integral part oftranslator training in many universities in
Europe with an increasing number ofTS courses incorporating varying translation technology components. This

situation contrasts with Japan where TS is only just emerging as an independent academic discipline with a
handful ofuniversities offering TS courses where the full inclusion ofComputer-aided Translation(CAT)as part

of translator training is something yet to happen. With the fundamental need for multilingualism and wider
availability of CAT tools, the European education authorities in the area of translation appear to have a much

greater awareness of the need for CAT than their counterparts in Japan. Because of the double-byte character
requirements as well as other pertinent linguistic issues, there have tended to be delays for major CAT tools
developed in Europe to be fully localised for the Japanese language environment, creating further gaps in the

penetration of tools even in the translation industry, let alone in academia where a small number of institutions
offer translator training. Having said that, there are Japanese-specific tools developed by a number of Japanese

manufacturers'but these are almost unknown outside of Japan even among users who require Japanese language
tools. One of the reasons for this is the fact that the tools developed in Japan tend to be designed to handle
English and Japanese or Japanese and other Asian languages rather than European language pairs required by

users in Europe.

3.Translation Technology Teaching at SALIS

At SALIS the Translation Technology module is compulsory for students taking the TS stream for the

undergraduate LIC degree as well as the postgraduate GTS programme. This is a double-weighted module which

runs for 12weeks(one semester)with 18hours'plenary lectures for both courses together with 24 computer lab

hours for the postgraduates and 12for the undergraduates. Face-to-face in-class teaching is also facilitated by the

use of a Virtual Learning Environment(VLE)called Moodie°embraced by DCU campus-wide since 2003. Via

Moodle the students can access the course content ranging from lecture presentations to lab notes and articles for

reading, from home as well as on campus. Using Moodie facilities, online discussion forums are set up from

time to time for students to post their comments on certain selected topics. SALIS has a dedicated computer lab

with 20 recently upgraded desktop computers running WindowsXP loaded with a number of CAT tools
,

including Translation Memory products such as Trados/SDLX and StarTransit as well as localisation software

such as Deja Vu. We have access to a Systran Enterprise translation server, including Japanese-English and

SALIS is also a participant in academic programmes run by some ofthe major CAT software vendors.

The Translation Technology module is divided into Translation Memory(TM)and Machine Translation(MT)
with the postgraduate students required to complete two main assignments for each topic whereas the

undergraduate students are required to choose just one. The TM component focuses on one particular translation
memory product and the students learn how to translate using TM. The lectures cover the principles of
segmentation, different types of matches and alignment. The terminology component is covered by a separate

dedicated terminology module(another compulsory double-credit module)for both courses, and thus is not
covered by the Translation Technology module. The lab sessions take the students through the main features of

TM with clearly laid-out exercises each week. At the end of the course, the students are expected to be able to
handle any TM tool with relative ease. The MT component starts with the historical background and covers the

principles of the main MT architectures before delving into well-known linguistic issues which pose challenges
for MT(Kenny&Way,2001). The lab hours provide practical hands-on sessions to test freely available online

MT systems as well as some dictionary work to varying degrees.

For the 2006 academic year, there were about 60 students in total registered for this module with the numbers

nearly equally divided between undergraduates and postgraduates. Their nationalities included German , French,

Spanish and Japanese as well as the local Irish students with many of them competent in 31anguages. There

were 6 undergraduate students and l postgraduate with Japanese as their main language. The module is designed

as a language-independent course although it is inevitable that language-specific issues are discussed for MT

with examples given in German, French, Spanish as well as Japanese where possible. The MT assignment topics

chosen by these students with Japanese included the investigation of adversative passive , giving and receiving

verbs, anaphora and homograph resolution by using test suites to systematically test chosen online MT systems.

Given that these humanities students do not delve into programming , their assignments focus on`black box'

rather than`glass box'evaluation, which nevertheless triggers a sufficiently deep investigation of the chosen

3
AAMT's translation tool site(http://www.aamt.info/localportal/japan/list2005.htm1)lists a number ofsuch

products.
4http:!/moodle

。org
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linguistic features. The tirst author has also been involved since 2005 in translation technology training for
teachers of translation at the external summer seminar series organised by the Consortium for Training
Translation Teachers(CTTT)5. These experiences endorse the merit of including translation technologies to
enrich translator training.

4.Translation Technology Research at SALTS

Two recently submitted PhDs undertaken at SAL[S in an MT-related area concern the investigation of

Controlled Language(CL)applied to technical documentation with one addressing post-editing effort in terms of

technical, temporal and cognitive dimensions(O'Brien,2006)and the other focusing on the comprehensibility,

usefulness and acceptability of the use of MT at a multinationa且company when CL rules are applied in the

authoring stage(Roturier,2006). Both these areas of research were undertaken with close links to industry,in

particular, with the latter forming the first doctoral research in SALIS wholly supported by a co nmercial

company. This research addressed the effectiveness of the use of CL rules in the source English document which

in turn was translated by MT into German and French. The effectiveness was measured by drawing on an end-

user survey conducted on the company's website.

Another example is the recently completed MT research`MovieTrans'project which was funded by the
Enterprise Ireland Commercialisation Fund(Proof of Concept)and undertaken in SALTS and the School of

Computing involving the authors. This feasibility study focused on the development of an Example-based
Machine Translation(EBMT)system(Armstrong et al.,2006b;Stroppa&Way,2006)and its evaluation,
undertaken as an interdisciplinary study, combining expertise in the areas of multimedia translation and corpus

linguistics in addition to natural language processing. The project investigated the scope of the application of
EBMT to translate subtitles of DVD film and bonus materials for English-German and English-Japanese. The

project involved the creation of subtitle corpora, development of the EBMT system, testing of various MT
evaluation methods and an assessment ofthe productiveness ofdifferent data types to seed EBMT(Armstrong et
al.,2006a). The project was motivated by the fact that professional human translators working in the area of

DVD subtitles are facing diminishing deadlines and lowering rates of pay due to fierce competition to cut costs,

which pointed to the direction of a technology-based solution(O'Hagan,2003). The underlying objective ofthis

project was to test the feasibility ofdeveloping a computer-based subtitling tool incorporating EBMT in the face
of the increasing availability of human produced subtitles on DVD for use as a homogeneous corpus oftraining
material for the system.

The test results based on automatic evaluation metrics suggested that a homogeneous corpus consisting solely of

subtitles worked better than a heterogeneous corpus made up ofgeneral corpus sources such as Europarl and the

Japanese corpus by(Utiyama and Isahara,2003). By training the system on l OK sentence pairs from the

homogeneous corpus, we achieved almost 50%better results than training the system on 40K sentence pairs

from the heterogeneous Europarl corpus(Koehn,2005)for English‐German system(Armstrong,2007). For

this project we were able to apply different evaluation approaches of both automatic metrics and human-based

evaluation involving text-only and text in picture formats(Armstrong et al.,2006c). We also explored a small

scale pilot web-based evaluation, using Moodle, with film clips containing EMBT subtitles, eliciting end-user

feedback. The latter evaluation compared our raw EBMT output, raw Babelfish output and post-edited EBMT.

The post-editing was performed under an extremely tight timeframe and by a non-native speaker of the target

language, in part simulating industry contexts under which DVD subtitles are produced. The survey indicated a

degree of willingness for the post-edited EBMT subtitles to be used on commercial DVD products. We are

hoping to continue with the project at a later stage to pursue the option of actual integration of EBMT into an

existing subtitling system to measure the improvement of human throughput in terms of quantity and quality as

well as speed.

5.Machine Translation Teaching in the School of Computing

In 1991,DCU ran a BSc degree in Applied Computational Linguistics, jointly administered and taught by our
two schools. However, in 2006 we produced our last graduates from this degree. Owing to a decrease in numbers

applying for IT-related courses in Ireland as well as in the rest of the world, it proved no longer feasible to run
the course with fewer than 20 incoming students. While the degree was running, the second author taught two

5F
or the 2006 programme, see:http://isg.urv.es/cttt/istanbul 2006/program.html.
ehttp://www

.nclt.dcu.ie/mt/dvd.html
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final year modules in MT:one on the more traditional rule-based(transfer and interlingua)approaches, and the

other focussing on the leading corpus-based approaches oftoday, namely Statistical MT(SMT)and EBMT.

With the demise ofthe degree, no students in the School of Computing are exposed to MT. However, we have

recently obtained a grant to examine the feasibility of a 4`h-level graduate school in NLP with the other Dublin-

located Universities as well as the University of Limerick, and if there is sufficient demand to run such a

programme, then MT will return as a core component of any such course.

In the meantime, these courses have continued to be taught by the second author at the Swedish Graduate School

in Language Technology, the Edinburgh-Saarbriicken Summer School in Computational Linguistics and

Psychology, and at the University ofthe Basque Country in Donostia, Spain.

6.Machine Translation Research in the School of Computing

While we are perhaps best known for our work on Example-Based Machine Translation, due possibly to the
second author having co-edited the leading book on the subject in our field(Carl&Way,2003), we carry out an

extremely wide range ofresearch in MT in the National Centre for Language Technology,'including:

●

●

●

●

●

●

●

●

●

EBMT

SMT

Hybrid MT

Tree-Based Translation

Discriminative MT

Constraint-Based MT

Extending Online Rule-Based MT Systems

MT Evaluation

Sign Language MT

6.1EBル17▼

The MT group at DCU is probably best known for its work in the area of EBMT. Building on the Gaijin system

(Neale&Way,1997), we have developed perhaps the leading EBMT system around today and one of the best-

performing corpus-based systems anywhere(cf. the performance of the system(Stroppa&Way,2006)in the
recent IWSLT-06 evaluation at ATR in Kyoto). This work uses marker(or closed-class word)tags to segment
source and target sententially aligned data and in addition to word alignment probabilities and cognate

information, derives high-quality source-target sub-sentential alignments.

The MaTrEx system currently translates between English and a number of languages, including French(Gough

&Way,2004;Way&Gough,2003,2005a/b), Spanish(Armstrong et al.,2006b), German and Japanese

(Armstrong 2007;Armstrong et al.,2006a), Italian and Arabic(Stroppa&Way,2006), Basque(Stroppa et al.,
2006),Irish Sign Language(Morrissey&Way,2005,2006), and Dutch(van den Bosch et al.,2007).

6.2SMT

SMT researchers have found it difficult to show improvements when syntax is incorporated into their systems

(Koehn et al.,2003). However, recently we showed(Hassan et al.,2006)that adding supertags(Banga且ore&

Joshi,1999)can improve a basic phrase-based SMT system by a significant margin on Arabic‐English data. In

ongoing work, we intend to provide even more contextual data by integrating CCG syntactic constraints into our

PBSMT system.

6.3〃 ソhridル コ「τ

As far as we are aware, we are the only researchers who have explicitly compared EBMT and SMT systems. In

(Way&Gough,2005b), we showed that our marker-based EBMT system was capable of outperforming a word-
based SMT system when trained and tested on an English French TM. In(Groves&Way,2005,2006), we

http://www.nclt.dcu.ie/mb
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demonstrated that the same EBMT system produced better quality translations than a phrase-based SMT system

on the same data sets. In contrast, on the Europarl data(Koehn,2005), the PBSMT system outperformed the
EBMT system. Perhaps more interesting, however, was that we showed that combining the EBMT and SMT

sub-sentential alignments into novel hybrid MT systems resulted in improved translations over the baseline
systems from which they were derived.

6.4Tree-Based Translation

The merits of combining the positive elements of the rule-based and data-driven approaches to MT are clear:a

combined model has the potential to be highly accurate, robust, cost-effective to build and adaptable. While the

merits are clear, however, how best to combine these techniques into a model which retains the positive
characteristics of each approach, while inheriting as few of the disadvantages as possible, remains an unsolved

problem. One possible solution to this challenge is the Data-Oriented Translation(DOT)model(Hearne,2005;
Hearne&Way,2003,2006)based on Data-Oriented Parsing(DOP)(e.g. Bod et al.,2003)and combines
examples, linguistic information and a statistical translation model.

In this work, we seek to establish how the DOT model of translation relates to the other main MT methodologies

currently in use. We find that this model differs from other hybrid models of MT in that it inextricably

interweaves the philosophies of the rule-based, example-based and statistical approaches in an integrated

framework. We look to the innovative solutions developed to meet the challenges of implementing the DOP

model, and investigate their application to DOT. This investigation culminates in the development ofaDOT

system二this system allows us to perfr)rm translation experiments which are on a larger scale and incorporate

greater translational complexity than heretofore. Our evaluation indicates that the positive characteristics ofthe

model identified on a theoretical level are also in evidence when it is subjected to empirical assessment. For

example, in terms ofexact match accuracy, the DOT model outperforms an SMT model trained and tested on the

same data by up to 89.73%(Hearne,2005).

6.5Discriminative MT

In recent joint work with Antal van den Bosch, we describe a nove且approach to EBMT where the sub-sententia且

alignments are marker-based chunks, and the decoder is a memory-based c且assifier(van den Bosch et al.,2007).

While translation quality is less than that obtained via PBSMT, the system is extremely fast:compared to 23

hours'training(for 728K Dutch-English Europarl examples)and 30 minutes testing(1500 sentences)for

PBSMT, the trigram version of our memory-based classifier needs just 29 minutes to train, and 7 seconds to test.

Where speed is much more important than quality in the overall translation cost, therefore, this new research

presents a reasonable alternative over mainstream methods.

6.6.Constraint_Basedル1T

Data-Oriented Parsing (DOP:Bod et al.,2003)is a hybrid, language-independent, parsing formalism.
Combining rules, statistics and linguistics, all parsing knowledge is learned from existing texts. However, the
expressive power of the DOP model is limited by the corpus representations it assumes. DOP makes use of
context-free phrase-structure trees which characterise phrasal and sentential syntax, but cannot retlect linguistic

phenomena at deeper levels. The integration of Lexical Functional Grammar(LFG:Bresnan,2001), which is
known to be beyond context-free, enables a development of a model which produces more linguistically detailed
descriptions of language, known as LFG-DOP(Bod&Kaplan,2003). Because of difficulties inherent in
building an LFG-DOP system whose probability model corresponds to the probability distribution ofderivations,
there are currently no satisfactory implementations.

The GF-DOP model that we have recently developed(Finn et al.,2006)can be seen as an extension of the Tree-

DOP model, and an approximation towards LFG-DOP. It combines the robustness of the DOP model with some
of the linguistic competence of LFG. This model exploits a corpus of annotated c-structures:features are

extracted from f-structures and appended to the c-structure category labels. We accurately identity constituent
features and functions, and improve the quality of c-structures generated by modelling this grammatical

information. The GF-DOP model improves over the Tree-DOP model in that it uses additional grammatical
information to rule out derivations which the Tree-DOP model would consider valid. One weakness of the GF-

DOP model is that it may be slightly less robust than the Tree-DOP model, but if necessary, we can back off to
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unannotated fragments to generate a parse. Having shown initial promise for parsing, we are currently

experimenting with GF-DOP for MT.

6.7Ex'endi'ng On〃ne Rule-Basedル1T Syste〃zs:TransBooster

Most existing wide-coverage MT systems tend to handle simple or short sentences better than linguistically

complex ones. The most important reason for this is that linguistic analyses are costly to develop and that

shallow parses are often preferred to deep ones for reasons ofrobustness. TransBooster is a wrapper technology
that operates on top of a baseline MT system. It does not perform automatic translation itself, but helps the
baseline MT system improve its own possibilities through input simplification. TransBooster is a paradigm-

independent approach to improve the output quality of wide-coverage MT through automatic sentence
decomposition and subsequent chunk recombination. It includes the design, implementation(Java)and testing of

achunking algorithm that, based on high-quality linguistic analyses, has the potential to improve current state-
of-the-art MT output.

TransBooster has been shown to improve online freely available MT systems(Mellebeek et al.,2005), EBMT

(Owczarzak et al.,2006b)and SMT(Mellebeek et al.,2006a)systems, as well as being able to operate in a
multi-engine architecture(Mellebeek et al.,2006b).

6.8ル17▼Eレ01z4α'∫oη

Recently, more and more developers of MT systems have turned their hand to the problem of designing better
automatic MT evaluation metrics to mirror the improvements seen in system performance. In(Owczarzak et al.,

2006a), we add paraphrases to the BLEU MT evaluation metric(Papineni et al.,2006)to allow for paraphrases
of material contained in the`gold standard'human reference translations to boost MT evaluation scores.

6,9Sign LanguageルfT

Sign languages are the first and preferred languages of the Deaf Community worldwide. As with other minority
languages, they are often poorly resourced(cf. Morrissey&Way,2006)and in many cases lack political and
social recognition. As with speakers of minority languages, Deaf people are often required to access
documentation or communicate in a language that is not natural to them. In an attempt to alleviate this problem
we are developing an example-based machine translation(EBMT)system(Morrissey&Way,2005)to allow
Deaf people to access information in the language of their choice. While some research exists on translating
between natural and sign languages, we believe ours is the first attempt to tackle this problem using an EBMT
approach.

Conclusions

In this paper, we have provided an overview of how translation technologies are integrated into teaching and

research at DCU. In a climate where the number ofstudents taking languages at third level is in general decline

globally, the area of translation studies is increasing in popularity due to its practical nature. In particular, it is

our experience that translation technology elements in translator training provide our graduates with not only

immediately relevant professional skills but also more in-depth knowledge of natural language behaviour in the

context of translation. Our experience in SALTS also suggests that MT provides ample scope for research from

humanities perspectives as well as from an interdisciplinary viewpoint.

While there are no current MT courses available in the School of Computing, we have pointed out that modules

which have been taught in the recent past may soon find themselves back on our books ifthe proposed Dublin

Graduate School in NLP is allowed to run. Despite our current lack of activity in this area at undergraduate level,

we have more than compensated for this by our wide variety of interests in MT research at postgraduate level

and beyond.

In sum, MT and translation technology are alive and well in DCU. As well as teaching students at undergraduate

level, and engaging in cutting-edge postgraduate research, we have a long history of hosting established

researchers over varying periodsin our labs. To this end, we would be keen to hear from prospective researchers

at aH leve且s。
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一
    第16回JTF翻訳祭一翻訳の原点、翻訳業界の共通認識一

       社団法人 日本翻訳連盟(JTF)副 会長

株式会社ベス トバージョン 代表取締役 野L 員生

翻訳祭 開催

 (社)日 本翻 訳連 盟(JTF)の 第16回 翻 訳祭が、 「翻

訳の原 点、翻訳 業界の共通認識 ～常識の ように 言

われ ている ことは正 しいのか～」をテーマに、昨年

loIJ 12日 、 東京 ・八1堀 のマ ツダホー ルで開催 さ

れ た。メイン会場では、最近 の翻訳 界で大きい話題

になったアーサー ・ゴールデ ン著 「さゆ り」の翻訳

者である小川 高義氏 の講演、 次いで、井 口耕 二氏

(JTF常 務理 事、実務翻訳者)の 司会に よ り、 「翻

訳者のア タマの中」とい うテーマの もと、様 々な分

野で活躍す るベ テラン翻訳 に小川氏 も加わ ってい

ただいてパ ネル ・デ ィスカ ッションが行われ た。最

後に、マー ク ・ア タウェイ氏(JTF理 事 、ライオン

ブ リッジ ジャパ ン(株)代 表取締役)の 講演が行 わ

れ 、日本の翻訳業界で も大きい位 置を占めるよ うに

なった ロー カ リゼー シ ョン分野 について詳 しく解

説 していただいた。

講演1:小 川高義氏 「翻訳 は推理 ゲームである」

 翻 訳は、訳者が捜査 員 となって作 品の現場 を推理

してい く 「推理 ゲー ム」のよ うなものである,,訳 者

は、冠詞 、単数/複 数形 といった原 文の 言語 面の情

報や 、訳出 され た 日本語 か ら見つか る常識的 な矛盾

点 な どを 手がか りと して あらゆる解釈の 可能性 を

探 っていぐ,文 学作品においては、作品の 世界が構

築 され ていることが一番重要な ことであ り、訳者の

仕 事は 、単に 「訳す」とい うことではな く、 日本語

の別バー ジ ョンを 「作 る」 とい うことなのであ る。

  撫_.罐 織碧
  麹 コ 華 撚'睡  噸 耀

     劉 携熱蟻 、             歪 葺  匹・難繍

        鷹 ・

    麟

小川高義氏

パネル ・デ ィスカ ッシ ョン

 「翻訳者の頭の 中」～翻 訳 してい るとき、何 を考

えてい るのか ・考 えるべ きなのか～ をテーマ と し

て、4名 のパ ネ リス トに よる討論が行われた。

〈パ ネ リス ト〉

ア ンゼたか し氏(映 像翻訳者)・ 小川高義氏(文 芸

翻訳家、横浜 市立大学国際総合科学部準教授)・ 倉

橋純子氏((有)知 財 工芸 代表取締役)・ 山田和r氏

(実務翻訳者、 文芸翻訳家)

司 会:井 口耕:氏(JTF常 務 理事 、実務翻訳 者)

    ∵ 酬 塞 叢1櫨叢

}

     舞 霧

～」

嚢

 

"d

綾
.・

浜

血

"

パネル ・デ ィスカ ッシ ョンの様 子
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講演2:マ ー ク ・アタ ウェイ氏 「進化す るグロー

バル ローカ リゼーションプロバイダと翻訳者への期待」

 最 近はWeb2.0やSaaS(Software as a service)

な どへの流れの 中、必要な ときにネ ッ トヒの システ

ムにア クセ スすれ ば何 で もで きる とい う状 況が実

現 されつつあ る。顧客 か らも、翻訳 メモ リを一一括管

理で きるシステムや、各プ ロジェ ク トの さまざまな

情報 が確 認 で きるポー タルサ イ トな どが求 め られ

てい る。その よ うな要望に こたえるためのシステム

や ツール類の開発が行われ、自動化 ・効率化が図 ら

れつつあ る。

ト      蝉 ・
漣♂ ∴ 響置置

癒 '

"

'」

豊

  L

マ ー ク ・ア タウェイ氏(向 かって左)

欝

ー

ご 
 

弧

認

耀 旨
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ら訪暇鍬G
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級

㌦
 

一

ら訪卿前

'

鱒

-

            佐 藤 氏 ・、F崎肇氏

     多 々f、r・ 氏 ・⊥ 、1':TIC・ 笠 井暁

子氏 ・田口有 里恵氏 ・島2}漱 氏 ・堀内麻衣r氏)

 

 

ノ趨
歎, ⑪

東 郁男JTF会 長

交流パーティー

 講演終r後 には交流パーティーが催 された。経済

産業省の商務情報政策局サー ビス産業課の企 画

官 ・商野芳久氏か ら祝辞をいただいた。 またJTF

〈ほんや く検定〉の1級 合格者8名 が招待され、記

念品が授与された。

会長挨拶

 仕 事とい うの は同 じや り方を してい て もつ 芸ら

ない。 また、同 じや り方ばか りしてい ると、そ こか

ら後退が始ま惹,翻 訳の仕事 も厳 しい ところが多い

と思います が、その中で少 しで も楽 しみを見っけな

が ら仕 事をや ってい くことが必要で しょう、、

翻訳 プラザ

 地r1階 の サブ会場では翻訳プ ラザが開催 され、

各種の企業が翻訳支援 ツールやCD版 辞 菩な どを

出展 した展 示 ・デモ コー ナー 、お よびJTF法 人会

員の翻 訳会社 を中心 とす る書籍 ・翻 訳相 談コーナー

な どが参加者 の注 目を集 めていた、,

「第16回JTF翻 訳 祭1)VD」 好 評 発 売 中!

【No.1】 講 演1:小 川 高 義 氏

【No.2】 バ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

【No.3】 講 演2:マ ー ク ・ア タ ウ ェ イ 氏

詳 細 はhttp:〃www.jtf.jpを ご 覧 く だ さ い,、

15



一
           『国際ワークショップIWSLT 2006』報告

   独立行政法人情報通信研究機構
株式会社国際電気通信基礎技術研究所

           隅田 英 一郎

1. は じめに

IWSLT2006は11月27・28日 に京都でC-STAR(音

声翻訳に関する コン ソー シアム)とATR((株)国 際

電気通信基礎技術研 究所)の}三催 、NICT((独)情 報通

信研究機構)の 共催で開催 され ま した、、iWSLTと

はInternational Workshop on Spoken Language

Translationの 略 で あ り、異な る言葉 を話す 人々の問

での対話 を実現す るためL3y=i翻 訳 技術の確 ・レニを 目

指 し毎年開催 されてい る会議です、

 この時期、山々は紅葉 し街は観光客に溢れ宿の手

配や移動 も大変ですが、同時に、外国 人にとっては

日本を満喫す る千載一遇の好機 で した。この ことが

あってかど うか分か りませんが、イ タ リア、独逸、

仏 国、 スペ イン、イ ギ リス、アイル ラン ド、米国、

カナダ、韓国、 中国、香港な ど海外 よ り34人 、さ

らに、国内よ り50人 と盛況で した、、

 ワイベル教授(CMU)、 ナ イ教授(RWTH)、 ウー教

授(HKUST)、 ゾ ン教授(CAS)、 フ ェデ リコ博i:

(IRST)、 フ ォー ゲル博i二(CMU)、 黒 橋教授(京 大)、

永田博1二(NTT)な ど有を1研究者が …堂に会 し、 口本

に居なが ら国際的 な研究 交流 できる機会で した。

2. ワー クシ ョップの概要

iWSLTは 、 t通 の 学習 ・テ ス トデー タを用いて各

研 究機 関の 陛声翻訳 ア法 の精度 ・性能 を評価す る

「評価 セ ッション」と1㌢声翻 訳に関す る最新 の研 究

成果を 発表す る 「テ クニ カルセ ッション」の2つ か

ら構成 され ています。また、海 外の著名な研 究者 の

招 待講演 も魅 力です。

2.1評 価 セ ッシ ョン

まず 評価セ ッシ ョンの意義 を説明 します、,2000年

前 後に、自動翻訳の研 究は ・変 しました、、 一っは、

大ほの対訳か ら翻訳 知識 を学習す るコーパ スベー

スのr法 が 世界中で研究 され は じめた ことです。

も う 一つ は、翻訳の品質を 自動的に評価するf法 が

提唱 され 、自動翻訳の研究者 ・開発者に広 く普及 し

た ことです 、これ らは 、研究者が思いつ くi{イ1混 交

のアイデ アを次々に翻 訳システムに組 み込んで、そ

の翻 訳システムの 「実力」をIE確 に手 早く評価 し、

その 「実 力」にs献 した技術 と貢献 しなかった技術

を判別す る ことを 可能 に しま した。現在の機械翻訳

の研 究者は、この よ うに有効な技術 を貧欲に探索 し

ているのです、、

 この背景の ドで、今年 の評価セ ッシ ョンでは、日

本語、中国語、イ タ リア語、ア ラ ビア語か ら英語へ

の翻訳が行なわれ ま した。 世界各国の19グ ループ

に よる21の 翻 訳システ ムが参加 しま した。 また、

今回で3度 目とな るIWSLTで は 、新たに話者 を制

約 しない 自然な発話形態の 「自由発話翻 訳」の トラ

ックが設け られ ま した。

 全 体 と して以 ドの知見が得 られ ま した。

① 英語 に翻訳す る場合 に、原言語 でみる と、 日本

語、中国語が難 しく(翻 訳性能 が低 く)、 アラ ビア

語は よ り t#i_で、イ タリア語 に至っては大幅 に簡 単

で あることが品質評価か ら確認で きま した。

②今 回有効性 が確 認で きた技術 は以下です。

 ● 語順 モデル(distortion model)の 改 良:

 ● 構 文の活用

 ● モデルの話題適応

 ● 単語 グラフを直接 処理す る探 索

 ● 新 しいfeatureを 使 った リス コア リン グ

③ 「自由発話翻訳」はすべてのシステムの翻訳品

質が良 くあ りませんで した。翻訳 システ ムの学習 用

のデー タと 「自由発話」のデー タのスタイル の相違

が 大きく、これ を何処 の研究機 関もまだ克服 できて

いない とい えます、,

 また、最 も有効1生の高い技術群 を示 したRWTH
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にベ ス ト・ベーパー賞 が 与え られ ま した。

2.2 テ クニカルセ ッシ ョン

7件 の発表があ りました。7i.t1を 集 めたア イデ アを

一つ あげ ると
、ウー フィン博L(NRC)の 対 訳 コーパ

スのブー トス トラ ッピングがあ ります。

● モ ノリンガルデー タを翻訳す る.

● 信 頼で きる翻訳 を同定す る。

● 同 定 された もの を対訳 と して 再学習す る。

この 方法は まだ緒 についた ばか りです が対訳 コー

パ スが足 りない場合 の対策 として今 後の 発展 が期

待 され ます。

2.3 招 待 講演

ラザー リ博L(IRST)に よ る 「演説や 講演な どの独

話」を対象 と したEUf算 に よる 音声翻訳プ ロジェ

ク トTC-STARの 紹 介 とルー コス博 」:(IBM)に よる

DARPA升 算 に よる多 、.㌃語 多モー ダル情 報処理 プ

図1 ラ ザー リ博!:(左)と ル ーコス博 上(右)

ロ ジェ ク トGAI.Eの 紹 介があ り 気した(図1) 1、

 と もに、出 ロイ メー ジを クッキ リさせ た ヒで、多

額 の予算 と研 究者を投 じて実施 され 、結 果、優れ た

技術 革新 を実現 して いる ことが よ く分か り印 象的

で した。

2.41WSLTに 参 加 したシステムの実力

最後 に、最 先端 のシ ステムの翻訳品質↑ノk能を実感 し

ていただ くた めに、好成績 をあげた統 計翻訳 システ

ムの訳 文を ドに示 し芸す ド線 で示 したよ うに 変な

ところもあ りますが'F均 的 にはかな り高品'`'£で す

3. 終 わ りに

国際 ワー クシ ョッフIWSLTは 来 年イ タリアの 占都

トレン トで開催 され るP定 です 日本か らの参加を

増や し日本の技術 を 匿界に宣伝 し.銭しkう

 論 文や スライ ドに よる最新 技術 を含む 令て の会

議にかかわる情 報が ド記のURLか らア クセ スで き

ます、、是非 参 考に して くだ さい、、

参考

・  www.slt.atr.ip/IWSLT2006/index.html

  (IWSLT2006の ホ ー ム ペ ー ジ)

・  www.slt.atr.in/IWSLT2006/archives/205/11/nroc

  一  (IWSLT2006の 論 文 と スヲ イ ド)

・  www.slc.atr.in/IWSLT2006/archives/2005/ll/refer

ences.html (過 去 の1. u)へ 一 ジ)
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Ileft my ticket at home.

Where is the opera?

Can I develop and print this film?

Would you like a facial massage on my back?

Please give me your passport and next person form. Do you have anything to declare?

It's on the second corner.

1'dlike to ocean view room.

1'll be arrivine. I have the bill please.

1'dlike onion.

What time does boarding?
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一

               『GALA in Tokyo』参加報告

株式会社ナ ビックス 村上 嘉陽

昨年 の9月 26 日に 、GALA(Globalization&

Localization Association)の 国 際 シ ン ポ ジ ウム

『GALA in Tokyo』 が 都内で開催 され、一一部のセ ッ

シ ョンで機械翻 訳 に期待 す る議 論が展 開 され たた

め、 ここに'[i日 の 状況を ご報告 させ て頂 く,,

GALAは ア メ リカに本拠 を置 くロー カライゼ ーシ

ョン ベ ン ダーの 国際団体 で、合計す る と世界39

力国か ら約200社 が 会 員 とな って いるが、その うち

日本企業の加入は10社 強 に 【i:まっている(06年9

月現在)∩

GALAは 、ロー カライゼー シ ョンベ ンダー同 士の コ

ラボ レー シ ョンを奨励 し、ロー カライゼー シ ョン業

界の認 知度 を 世界規模 で 高める こ とを 目的 として

活動 して いる団体であ る。

通常 は年次総会 を欧州 と北 米で各1回 ずつ 計2回 開

催す るそ うだが、日本 でのイベ ン ト開催は今同が初

めてである。

当 日は午後2時 か らの伊藤 彰彦GALA会 長 の開会

挨拶 に引き続 き、基調講演 に2つ のパ ネルデ ィスカ

ッシ ョンが行われ、わず か判1と はい え三部構成で

大変内容 の濃 いシンポ ジウム とな った。

基調講演 に/_っ たのは、ア メ リカ西海岸 で翻 訳 ・ロ

ーカ ライゼ ー シ ョン業界 の リサーチや コンサ ルテ

ィ ン グ を 行 っ て い る ブ ラ ジ ル 出 身 のRenato

Beninatto氏 で あった。

Beninatto氏 に よると翻訳バイヤーの87%は 翻 訳

作業を外 注 してお り、こ うした翻訳の 市場規模は年

間成 長率が7.5%で 、2006年 には96億USド ル に

も達す ると指摘 していた。因み に世界の モ大翻訳ベ

ンダー は、ライオンブ リッジテ クノロジー ズ(米)、

L-3(米)、SDL International(英)だ そ うである。

また頻繁 に翻訳 され る分野については、1位 がテ ク

ノロジー分野 で2位 が医学 との ことだが、3位 は大

接戦 で広 告 ・マーケテ ィング分野 と製造業、そ して

金融 関係 がほぼ横一線 であるこ とが分 かった。

Beninatto氏 は 、昨今 の翻訳 ・ローカ ライゼー シ ョ

ン業界のサー ビスモデル には3つ のパ ターンがあ

る と指摘す る。1つ めのパ ター ンはテ クノロジーで

収 益を上げるSDL Internationalの ビ ジネスモデ

ルである。つ ま り自社の翻訳 メモ リ製品で あるSDL

TRADOSを 売 ることで収益 を上げ、サー ビスは製

品に付随する もの と位 置付 ける考え方である。

これ に対 して2つ めは 、ライ オンブ リッジに代表 さ

れ る自社 で開 発 したテ クノロジー を無料 とす るビ

ジネスモデルであ り、3つ めはそのハイブ リッ ド版

であ る。因み に3つ めのハイブ リッ ド版の ビジネス

モデル とは、実際には ワー クフロー を重視 したアプ

ローチである との指摘 であった。

顧客が望む もの とい う意味か らは、現状で は価格 面

での貢献を期待す る声が突出 してお り、それ に次い

で納 品物 や試訳の品質、さらにはそ こに至 るまでの

相互 の信 頼 関係 の構築 が求 め られて い るこ とが明

らかになった。

Beninatto氏 の デー タを拝見 して印象 的だ ったの

は、2000年 と2005年 で は上位3社 の顔ぶれが全

て入れ替わっていた ことであ る。恐 らくM&Aの 影

響な どもあっての こととは思われ るものの、国際的

には 変化の 早い 業界 であ るこ とが浮 き彫 りにな っ

た ように も感 じられた。

そのひ とつの事例 として、人材派遣業や オフシ ョア

開発、 さらにはIBMやXEROX、 HPと い った大

手IT企 業な どか ら翻訳 ・ローカ ライゼー シ ョン業

界に続 々 と参入 してい る話 も紹介 され、海外 では大

きな動きがあ ることが分か り大変参考になった。
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また国別に見 ると、2005年 現 在の ヒ位10社 の う

ち、7社 がア メ リカかイギ リスに本社を置 く企業で

あ る一方で、 日本企業は上位20社 に もランクイ ン

していなか った ことか ら、日本の翻訳 ・ローカ ライ

ゼー ション業界は、その名 に反 して国際化 、現地化

が進む 製造業 な どとは大 きく異な る状 況に ある よ

うに思われ るとともに、日本のサー ビス業の国際化

が さほ ど進 展 していない よ うに も思われて、妙に印

象的であった。

第 二部ではBeninatto氏 に加 えて㈱ アーク コミュ

ニケー シ ョンズ社長 の大里真理.r氏 、 Moravia IT

Japan代 表 兼セ ール ス ・デ ィレクターの小西輝 一氏

をパネ リス トに迎え、(株)テ ック ・インデ ックスの

安 田聡r氏 がモ デ レー ター となってパ ネルデ ィス

カ ッシ ョン1が 行われ た。

テーマ は、 ロー カ ライ ゼー シ ョン 業界 にお ける営

業 ・マーケテ ィング活動で あ り、具体的には 日本 と

海外のベ ンダーの活動手法の比較や、海 外か ら見た

日本のベ ンダーの評価 、さ らには営 業 ・マーケテ ィ

ング活動の実態な どについて意見が交わ された。

最初にBeninatto氏 か らグローバ ルセ ール スに関

す る トピックス として以下の3点 が提 示 された。1

っ めは 「我が 社 には○ ○が で き ます。」 とい った

First person statementで はな く、「御 社は△△ を

され た い の です ね 。」 とい っ たSecond person

statementを 使 って顧 客ニ ーズ を的確 に掴む こと

で あ り、2つ めは最早品質は他 社 との差別化要因に

は な らない こ と、即 ち品質 はあって 当然な ので あ

り、その上で差別化で きる要因 をサー ビスに付加す

べ きとい うこと、そ して3つ めは、も し国際的に成

功 した いの であれば 、ビジネスに国境がな い以上 、

自 らを 口本企 業 と位 置付 けるべ きではない とい う

ことで ある。

続 いて大里氏か らは、国際的に成功 してい る製造業

か ら ヒン トを探す ことが有効 との指摘 があった。ま

た 効率化 を求めて 高品質 を求め る 手法 を 目指す な

らば、専業化 して リー ズナブル な価格で 大量 に供給

す る手法 を採用すべ きとの指摘が あ り、他方 リスク

を回避 して変化への対応 、即 ち柔軟性を求め るので

あれば、複数のサー ビスをプ ロジェク トベー スで行

うことが望 ま しいとの話が あった。そ して最後に ビ

ジネス コ ミュニ ケー シ ョンを加 速 させ る ソリュー

シ ョンを提供す るた めに も、個 々の改 簿よりもプ ロ

セ スを省略 して利益 を出 したい とい うことと、セ ー

ル ス とマー ケテ ィン グとプ ロダ クシ ョンの 各指標

の 重要性 が指摘 され、小規模の会社が山のよ うにあ

るフラ グメン トされ た業界 だか らこそ 面 白い と 考

えて、好 きな仕 事をゲ リラ的に取って行きたい との

意欲的な コメン トがあった。

小西氏か らはチ ェコに本社があ り、日本の他 に も欧

米や中国、中南米な どに も拠点のある企 業か らの視

点 として、主三な ものをあげ ると以 下のよ うな指摘 が

あった。

まず 日本 ではROI(投 資収 益率)を 考 えて いるの

かが疑問である とい うこと、ローカ ライゼー シ ョン

はイ コール翻 訳で ある とい う感 覚が根 強いの では

ないか とい う疑問、業界 としての広告媒体が限 られ

て しま ってい る現状、そ して営業 とマーケテ ィン グ

が同一視 された り、同 じ部門になっていた りす る疑

問な どが指摘 された。

そ の一方で 日系企業 と外資 系企業の双 方の良 さを

統合 したい とい う話や、現在あ る業界団体が協力関

係 を持っべ きとす る意見、さらには メー カーへの働

きかけは 「翻訳売 ります」ではな くコンサルテ ィン

グにすべ きとす る提 言な どもあ り、マーケテ ィン グ

手法の確 立に向 けて、調査 ・把握 ・分析 ・戦略 ・フ

ィー ドバ ックな どを詳細 に検 討す るこ とのIR要 性

も指摘 された。

パ ネルデ ィス カ ッシ ョン1の 最後 に行 われ た議 論

では、さらにいろいろな コメ ン トが出 され た、例え

ば翻訳業界 では職 人気質 の傾 向があるが、職 業翻訳

の認知度 は海 外 よ りも 日本 の方が 高い とす る指 摘

や 、日本企業では品質 向上 な どの内発的なプ ロセ ス

を重視す る傾 向にあ り、ベ ンダー としては顧客密着

型 の営業展 開 となるため、マー ケテ ィングと言って

も実際 には あま りピン と来ないこ と、そ して海外で
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顧 客開拓 をす る際 にはイ ンター ネ ッ トが唯一 無二

のTr1:だ とす る指摘な どであ る。

またマー ケテ ィング予算の実例 と して、コカ ・コー

ラ社が2004年 度 に収 益の10%(22億USド ル)

を 、テ レビ、ラジオ、印刷物 、イ ンター ネッ トとい

った諸媒 体を通 じて広告宣伝 費 と して投 入 した こ

とが紹 介され た、,

議 論の最 後は営 業 ・マー ケテ ィングの今後に関する

話題 とな り、必 要な ことはイベ ン トや フォー ラムな

どへ積極的 に参加 して情 報収 集 と ともに 自社 をア

ヒ.一ルす る場 を持つ ことと、低 コス トで どの よ うに

生 き抜 くかを考えることの 電要性が指摘 された。と

りわけ後者に関 しては、も し自社のサー ビスが 「低

コス トで高品質」であ るな らば、最 【i毛品質だ けでは

生 き残る ことができない時代 に突入 して いる以 ト、

その理 山を明確 に説明 しなけれ ばな らな い とす る

指摘 であ り、決 して斬新な提L-1で は ない ものの、国

際情勢 を踏 まえた話 と して大変納得 の行 く指 摘で

あったよ うに思 う、,

GALA in Tokyoの 最 後 には 、ロー カライゼー シ ョ

ンの 自動化 と省 力化 をテー マにバ ネルデ ィスカ ッ

シ ョン11が 行われ 、パ ネ リス トと して グローバ ライ

ゼー ション コンサ ルタン トの柳 英夫氏 、(株)i印 の

川原勝氏、そ して(株)サ ン ・フ レアの渋 谷淳氏が登

壇 した、,

このセ ッシ ョンは、テ クニカルセ ッシ ョンと して翻

訳 メモ リを超 えて次の ステ ップへ 向か うた めには

何が必要か といった議論が展開 された。最初は渋谷

氏が翻 訳 メモ リに関す るプ レゼ ンテ ー シ ョンを行

い、ランゲー ジベ ンダー はTRADOSの 登場以降、

テ ク ノロジーに振 り回 され てい る とす る指摘 か ら

始 まった.、そ して翻訳 メモ リは既 にベ ンダーに も顧

客に も双ノ∫に定着 した技術だが 、同時に枯れて きた

技術 で もあ り、そ うした こともあ ってか次 世代の翻

訳 メモ リを提唱す る動 きもあるとす る話であ った。

例えば翻 訳メモ リは、デ スク トップモデルか ら現在

ではサー バーモデルでのWebベ ー スに よる情 報一

元化 が実現 してい るが、翻訳 メモ リ内での ノイズの

伝 染に どう対処す るか といった問題 や、一次翻訳を

サーバ ーベー スの翻 訳メモ リに入れ る ことへ の疑

問な どには明確な回答が示 されていないため、運用

のベ ス トプ ラクテ ィスは試 行中 とは言 うものの、技

術 と しては既 存の もので ある ことには相 違が ない

以 上、技術的な限界に達 してい る疑いがあ るとす る

指摘であ る,

これに続いて生産性に関す る説明 もな され、冒頭に

翻訳 メモ リの 登場は一一種の産業革命であ って、生産

性の向Lに は 大きく寄 与 した ことが指摘 された、,た

だ生 産性 の ヒ昇 曲線 は昨今鈍 化 して い るこ とは間

違いな く、一一説に よると踊 り場状態にあ るとも言わ

れてい ることや、顧客の要望が高度化す る中に あっ

て もアル ゴ リズム に変化が ない事実や、翻訳 メモ リ

だ けでは追 いつ けな くな ってきて いる現状 な どが

次 々と報 告された。

こ うした状 況に あって将 来的 に明 るい展望 を持つ

ことがで きると した ら、それ は人手 ではな く、かつ

て の翻訳 メモ リの 登場 の よ うなテ ク ノロジー に期

待すべ きであ るた め、産業革命の次の波 を模索す る

必 要があ るとの指摘が あった。ただ翻訳 メモ リを完

全 に置換 した もの を模 索す るのは急進 的 且つ 非現

実的な話であ るた め、Transition Phaseと して求め

るべ き ソリュー シ ョンは、「次世代TM」 か 「TM+X」

の ソ リュー シ ョン と考え られ る とす る指摘 には大

変共感す ることがで きた。

因み に前者はSDL TRADOSの よ うな文単位 だけ

ではな く、フ レー ズ(sub-sentence)単 位 で もマ ッ

チ ングをで きる よ うにす るこ とで 旧訳 の再利 用率

を 向hさ せ る も の で あ り、MultiCorpora社 や

Lingotek社 に その事例 を見る ことができ るとす る

説明であ ったが、同時に 日本語の言語 としての特性

と課題に話が及んだ際、形態素 ごとの課金 とい う提

案があ り、大変興味 を持 った。っ ま り 「経 済」とい

う2文 字の 名詞 も、 「イ ンプ リメ ンテーシ ョン」 と

い う11文 字 の 名 詞 も英 語 に す る とい ず れ も

「economy」 や 「implementation」 とい った 具合

に1語 にな って しま う日英 の非対称性 を指 して出
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され た提 案だが、文字数や ワー ド数ではな く、形態

素数 とい う提案 は、万能 ではないに して も確 かに 一

理 ある と感 じた次第 である、,

他 方後者 の場 合は、従来 に も増 して 「+X」 の比 重

が大き くなってきている との説 明であ り、その 「+

X」 に機械翻訳が含 まれ てい ることが ト分 にf想 さ

れ たため、この後の議論 には 大い に期待す ることが

できた。

続 いてモデ レー ター を務 めてい た柳 氏か らワー ク

フロー に関す るプ レゼ ンテー シ ョンがあ り、内容 は

GMS(Globalization Management System)に つ

いて の説 明で あった。

通常翻訳代 に1ド ルかかる とする と、翻訳 コンテ ン

ツの管理 コス トに0.7ド ル かか ると言われ るが、柳

氏 は こ う した 現 状 を 踏 ま え 、CMS(Contents

Management System)と の対比 にお いてGMSを

説明 して 見せ た。

端的 に言えば、プロジェク トマ ネー ジメン トは往 々

に して情報 の メンテナ ンスに時 間を費や して しま

ってプロアクテ ィブな動 きにな らないため、ファイ

ルをワー クフローユ ニ ッ トとす るCMSよ り も、よ

りス ケー ラブル な形 での 品質保証 が 可能 な システ

ム として、セ グメン トをワー クフローユ ニ ッ トとす

るGMSを 推 奨す るといった話 であった。そ してプ

ロジェ ク トマネー ジメン トがLSP(ラ ン ゲー ジサ

ー ビスプロバ イダー)の サー ビス雰業の中心である

以L、 テク ノロジー に対 して どのよ うに取 り組 むか

がキーファ クター となる と強調 し、テ クノロジー と

サー ビスを 一一体 とす る陣営 と、テ クノロジー とサー

ビスを区分す る陣営 とに分かれ る との 説明が な さ

れた、,

こ こか らは翻訳 メモ リ、ワー クフ ローに続 いて 主題

が機 械翻訳 とな り、川原 氏 と再度 渋谷氏に よるフ レ

ゼ ンテーシ ョンとなった。

まず川原 氏か らは 「機械翻 訳の今 と将 来」と題 した

プ レゼ ンテー シ ョンが行われ、ローカ ライゼー シ ョ

ンベ ン ダー の悩 みが 翻訳者 の確 保や 品質 と納 期の

矛盾(短 納期 で高品質を求め られ る実態)、 膨大な

翻訳量 と限 られた翻訳者数、そ して川語や スタイル

な どの統.一性 保持 の3点 であるこ とが指摘 され 、顧

客の悩みが情 報 量の増大 と優先順位(品 質、コス ト、

納 期の うち、Time-to-Marketσ)観 点 か ら納 期が最

優 先 となる図式)で ある ことも併せ て指摘 され た1

ま た ローカライゼー ションフ ロセ ス全体で%Lる と、

シ ステ ム的な解 決や効 果は ある程度 見えては いる

ものの、翻 訳作 業 自体には まだ まだ取 り組み の余地

がある との見地 か ら、機械 翻訳に期待 が寄せ られ て

いるこ とも報!tさ れ た。

さらに機械 翻訳 に とっての将 来に向 けての 軒要な

ポイ ン トと して、ビジ ネスモデル と収 益性 に着目・11

る必 要があるこ とや 、機械翻 訳に合った ドメインや

品質 の定義付 け も必 要である こと、そ して機械翻訳

の利 用形態 を明確 にす る こと、即 ち翻 訳作業その も

のなの か翻 訳 支援 に と どめ るの か とい った こと も

示 され た。

川原 氏の指摘 の中で頷 くことができたのは、情 報吊1

が激増 してい る昨今の状 況 と、それに伴ってLSP

に 対す る要求度 合いが変化 してきているこ とか ら、

機械翻 訳には期待 したい とす る部分であった 、

再びフ レゼ ンテ ー シ ョンに 、7:った渋 谷氏 か らは最

初にルールベ ー ス、川例ベー ス、そ して統 計ベー ス

へ と発 展 して きた機械 翻訳の 変遷 の説 明があ った

が、これ に続 いて統 計翻 訳が どこまでof能 なのか と

い う話になった 、ここでは、 一定の利 点はある もの

の、技術が未成熟 であ り、デフ ァク トスタン ダー ド

が存在 しない状況を指摘す るな ど、現状にお ける問

題点の説明 もあった、しか し機械 翻訳 と人rに よる

翻訳 はアイデ ア次第 で相'llに 補 うこ とがr能 であ

り、人 予によ る翻訳で対応す る所 と機 械翻訳で対応

す る所 を明確に使い分 ければ 、いい結果を得る こと

も可能ではないか と問いか けていた。こ うした意 見

以外に も、Googleが 近 い将来翻訳会社のラ イバル

的 な存在 となる こ とも1一分 考え られ る との話 も披

露 していた。

3人 のパ ネ リス トの意 見を総括す る と、次の よ うに

な る。それはIT革 命はイ ンター ネ ッ トの 登場に よ

21



り距離 を無 くす ことができたが、翻訳 メモ リは例 え

ばIT革 命の コンピュー タに相 当す る もので あっ

て、社 会に大きな貢献 をす るには した ものの、結果

と して何かが足 りず、社会の根 幹までは変革 できな

か った、、だか ら今 こそ新 しいテク ノロジーが どう影

響す るか を我 々は真剣に考えるべきなのであって、

翻訳 メモ リが登場 した時 と同様 のインパ ク トが、も

しか した ら機械 翻訳で も起きる可能性 がある以 止、

例え 「月進年歩」であった として も機械翻訳 には取

り組むべ きである とした見解 である。

また より詳細な想定 として、翻 訳の自動化が できな

い大 きな障害のひ とつに、翻訳す る原稿 に 手書きの

赤字が大 量に入っているな ど、電子デー タで はな い

ことも指摘 していた。このため、日本語 か ら英語 を

通 じての多 言語 ローカ ライゼー シ ョンの 工程を想

定す ると、 日本語 か ら英 語を制作す る段階 よ りも、

む しろ英語か ら多言語へ の段 階で こそautomated

workflowと な ることも考 えられ得 るとの興味深い

指 摘 もあったこ とを付 記 してお きたい。

これ までに ご紹介 した ことは、ほぼ当 日の議 論を網

羅 できている もの と思われ るが、例 え1社 ではでき

ない ことで も、団結すれ ば業界の動 き も変え られ る

とす るGALAの 主 旨には大いに共感す るこ とがで

きた。そ してJoin, Participate, Improve, Innovate

とい う4っ の段 階をその ままキー ワー ドに したか

のよ うなキャ ッチフ レー ズを通 して、業界 の活性化

を狙 う意識 にも同様 に共感す る ことができた。

翻 訳 メモ リか ら機械 翻 訳まで につ いて語 られた最

後 のパ ネルデ ィスカ ッシ ョンを思 い起 こ しなが ら、

決 してGALAは 技 術者集団で はないものの 、私 に

は 「次世代 のテ クノロジーを 自分たちで作 る」とい

う想 いが、最後 のInnovateと い う言葉 に込 められ

ているよ うに思 われ た。

もしそ うだ とす るならば、こ うしてテ クノロジー を

生 み出す 同業者の気概 と団結 心 に触れ られ た こと

こそが 、GALA in Tokyoに 参 加 した最大の収穫だ

ったのか も しれ ない と、半年前の 当日を振 り返 って

今 しみ じみ と感 じてい る次第で ある。

22



一
               今後の機械翻訳の目指す道

株式会社富1:通 研究所

普及期 に入 った 自動翻訳 ソフ ト

 み なさん は、昨年 マガジンハ ウス社か ら出版 され

た 「匂いをかがれ る か ぐや姫 ～日本ftN話Remix～ 」

とい う本 を御存 じで しょ うか? これは、日本の昔

話 を 日英 自動翻訳 にか け、その結果 を英 日自動翻 訳

で 日本語 に戻 して、 「さあ、読んでみて くだ さいっ」

とい う本です。

 「一 寸法師 → 少量法律助言者」「か ぐや姫 → 匂

い をかがれ るとす ぐに、プ リンセ ス」「桃 太郎 → 桃

タロイモ」な どと訳 され 、昔話が シュールな物語 に

変換 されてい ます。そ の評価(Amazon.co.jpの カ スタ

マー レビュー)は と占 うと、

「日本 占来のff:CI話を いったん英語の フィル ター を

通 し日本語に再変換 す ることに よって、誰 もが知 る

昔話が とって も奇天烈なお話になってい ます、、」

「悪友か らニヤニヤ しなが ら渡 され、あ る 日気分 を

変 えようと読み始めた瞬間か ら大爆 笑。嫌な気分 も

どこへや ら、さわやか な気分で仕事 に戻 りま した。」

「大意が把握で きるだけに原 作のす ごさを実感 で

きる一冊か と思います。 」

と椰楡は してい るものの、自動翻訳の存在 には爵定

的(?)で す、実際 、無料 の翻 訳サイ トでは、一0

500万 件 のアクセ スがあ り、宿題 をこなす学生や技

術書を読む ビジネ スマ ンに使 われ てい ます。 また、

2006年 のGoogle日 本 語検索の ランキングでは、「地

図」に1位 は譲 った ものの、 「翻訳」は2位 で した

(Google年 間 検索 ランキ ング)。

この よ うな実態か ら見 ると、 「自動翻訳」は広 く使

われてお り、改善の余地はあ るものの、 「英語が 読

めな くて も、 書けな くて もそ こそ この ことはで き

る」とい う 「翻訳 ソフ トの 目標」は ある程度 の達成

されてい るのではないで しょ うか。

今後 の 自動翻訳 の 目指す道

 いわ ゆるフ リー ランスの翻訳家 、翻訳会社の翻 訳

家 には、まだ まだ 自動翻訳は使われてい 表せん、、自

動翻訳 は、原 文か らい きな り訳 文を出すので、翻 訳

家 が頭の 中で考 える翻訳 プロセ スと合致せず、自動

翻訳結果 を追 ってい る と却 って時 間がかか って し

ま うか らです。

 一 方、翻訳業界は、昨今、クライアン トか らの コ

ス トダウン圧力が強 く、労働集約的 な翻訳作 業の コ

ス トを如何に ドげ るかが課題 にな ってい 妄す、,以前

は、翻訳 ソフ トへ 目もくれなか った翻訳 業界です

が、翻 訳メモ リを始 め、翻訳 ツールへ熱い視線が注

がれています。

 今 までの 自動翻訳 ソフ トは、いわば 「巨艦il義 」

で、原 文が入って くれば、ポ ン ッと訳 文を出す、,細

かい ことはあ まり気に しない。 とい うもので した 、

翻訳家向けには これではいけ ません、,翻訳作 業は、

わか らない 単語を辞 書で調べた り、いい例 文がない

かイ ンター ネッ トで検索 した り、既 存の翻 沢例か ら

適切な訳を拾って きた り、原 文のシー ンに 合う,1L'1,i.IIJil

に 考 慮 した りと、高度 な知 的作業の集積です、,自動

翻訳は、ただ訳 文を出す だけでな く、この ような知

的作業を助 ける ツール と して利用 して もらえるよ

うになれば、翻訳 専門家 にも受 け入れ られ るで しk

う。 「巨艦F 」 か ら 「い ろい ろな タイフの小回 り

の利 くツールの集積」と しての展 開が望まれてい ま

す。今後は、 「巨艦 主義」のWeb1.0か らWe62.0

的 な 思想 ・予法へ と変化 させ 、翻訳作 業の コス トダ

ウンに貢献で きるよ うに進化 して行 きます、,
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AAMT新 体制紹介

2006年7Jlよ り、'11協会 は、事務局の京都への移転 とともに新体制へ と移行 しま した。

AAMT役 員 名/AAMT Board Members

会 長       井 佐 原 均(独 ・断 ∫政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 自然 、㌻語 グ ル ー プ リ ー ダ ー)

President       Hitoshi Isahara(Group Leader, Computational Linguistics Group, NICT)

副 会 長

Vice President

小 谷 泰 造(株 式 会 社 イ ン タ ー グ ル ー プ 代 表 取 締 役 社 長)

Tiazo Kotani(President, Inter Group Corporation)

飯 田 仁(東 京K科 大 学 教 授)

Hitoshi lida(Professor, Tokyo University ofTechnology)

理 「拝

Director

辻 井 潤 一(東 京 大 学 大 学 院 教 授)

Jun-ichi Tsujii(Professor, University ofTokyo)

長 尾 眞(独 立行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 理 事 長)

Makoto Nagao(President, NICT)

田 中 穂 積(中 京 大 学 教 授)

Hozumi Tanaka(Professor, Chukyo University)

横 山 晶 一.一(山 形 大 学 教 授)

Shoichi Yokoyama(Professor, Yamagata University)

坂 本 義 行

Yoshiyuki Sakamoto

石 崎 俊(慶 癒 義 塾 大 学 教 授)

Shun Ishizaki(Professor, Keio University)

崔 杞 鮮(韓 国KAIST教 授)

Key-Sun Choi(Professor, Computer Science Division, KAIST Korterm, Korea)

ソ ン ラ ー トラ ム ワー ニ ッ チ ・ ウ ィ ラ ッ ト(タ イ 自然 言 語 ラ ボ ラ ト リー デ ィ レ ク タ ー)

Virach Sornlertlamvanich(Director, Thai Computational Linguistics Laboratory)

吹 澤 正 憲(社 団 法 人 電r情 報 技 術 産 業 協 会 専 務FI':')

Masanori Fukiwake(President, Japan Electronics and Information Technology Industries

Association)

青 木 正 博(東 芝 ソ リ ュ ー シ ョ ン 株 式 会 社 経 営 企 画 部 渉 外 担 当 部 長)

Masanori Aoki(Senior Manager, Public Affairs, Business Planning Div., Toshiba Solutions

Corporation)
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理 事

Director

富 澤 賢 治(富1:通 株 式 会 社 法 務 ・知 的 財 産 権 本 部 情 報 部 シ ニ ア エ キ ス パ ー ト)

Kenji Tomizawa Senior Expert, Information Services Division, Law&Intellectual

Property Group, Fujitsu Ltd.)

村 田 稔 樹(沖 竃 気[二 業 株 式 会 社 研 究 開 発 本 部 技 術 マ ー ケ テ ィ ン グ 部 チ ー ム マ ネ ー ジ ャ)

Toshiki Murata(Manager, Corporate Research and Development Center, Technology

Marketing Department, Oki Electric Industry Co., Ltd.)

福 持 陽L(シ ャ ー プ 株 式 会 社 情 報 通 信 技 術 開 発 本 部 情 報 商llll開 発 セ ン ター 第 ・開 発 部

副 参 事)

Yoji Fukumochi(Manager, Information&Communication R&D Group, Information

Systems Products Development Center, Development Department I, Sharp

Corporation)

監 事

Auditors

勝 田 美 保r・(株 式 会 社 卜印 代 表 取 締 役 会 長)

Mihoko Katsuta CEO, Toin Corporation)

種r田 暁 夫(日 本 竃 気 株 式 会 社 政 策 調 査 部 調 査 担 当 部 長)

Akio Taneda Senior Manager, External Relations Division, NEC Corporation)

AAMT組 織 図(2006年12月 現 在)

法人会員 31社

個 人会員 115名

総会

事務局

理事会

(上記)

編集委員会

委員長 宇津呂武仁(筑 波.大学)

機械翻.訳課題調査委員会

委員長 内元清貴((独)情 報通信研究機構)

AAMTIJapio特 許翻 訳研 究 会

委員長 辻井潤一(東 京大学)

イ ン ターネ ッ トWG

リーダー 青木秀((株)富 士通研究所)
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一
        AAMT機械翻訳課題調査委員会の活動について

独立行政法人情報通信研究機構

AAMT機 械翻訳課題調査委員長

         内元 清貴

 2006年 度 よ り、これ までの技術動 向委 員会 とllf

場 動 向調 査委 員会が統 合され、 「AAMT機 械 翻訳課

題調 査委 員会」が新設 され ま した。 当委員会では、

機械翻 訳に関す る課題 を調 査 し、アジアへ の展 開を

視野 に人れつつ 、機械翻 訳の研究や産 業が健 全な方

向へ進 むために中 、γ機 関と して何 をなすべ きか を

議論 ・検 討 します、、

 4月 か ら6月 にかけての準備委員会 を経 て、現在、

3ワ ー キンググループ構成(WG① 「評価」 ・WG

② 「調査 ・広報 ・啓 蒙」 ・WG③ 「標準化 ・共有化」)

で 、月一回の委員会を基本 に活動 を行 ってい ます。

本記事では、各 ワーキン ググルー プの活動 のご説明

を通 して、この新 しい委員会につ いてご紹 介いた し

ます。

ワー キンググルー プ① 「評価1

(a)テ ス トセ ッ トの構築 と公開

 旧 技術 動向委員会では、これ までベ ンダ向けに 日

英の 言語ペ アを対象 と したテ ス トセ ッ トを作成 し

てき ました。今後はその公 開 とともに多言語化 を 目

指 します。次の対象 としては 日中の言語ペ アを 予定

しています.ま た、ベ ンダ向けだけで なくユーザ向

けについて も、テス トセ ッ トとして どのよ うな もの

がふ さわ しいか について議論 を重ね、方向性 を打 ち

fし ていきた いと考えてい ます。

(b)評 佃琳旨杓票の擁封ノニ

 翻 訳の質 を適切 に評価で きるよ うにす るために、

学術的 ・技術的に新 しい指標 を提 案 し、その指標 を

川いた自動評価の 方法 を確 立す ることを 目指 しま

す。 さらに、実用 面を考慮 し、低 コス トで高精度の

評価 がで きるよ うにす るために、自動で行な う部分

と人 手を加 えるべ き部分 とを うま く分担する こと

で効率化 を図 ることを考えています。 また、翻訳の

質だけでな く、ある特定の分野へのチ ュー ニングが

どの くらい効率良 く行なえ るか とい った運用面 も

考慮 した評価の方法 も検討す る ア定です。

ワー キンググループ② 「調査 ・広報 ・啓蒙」

(a)ア ン ケー ト調 査

 旧 市場動向調査委員会では、これ まで 日本で の機

械翻訳 市場を調査 して きま した。今後 は調査対象 を

ア ジア各国での 市場へ と拡張 してい く予定です。ま

た、アンケー トの内容については、これ までの調査

結果や他WGの 活動 内容 を踏 まえ、無料翻訳サイ ト

の利用状況を追加す るとい った見直 しも行な って

い きます。ア ンケー トは、イ ンター ネッ トWGと 連

携 し、ホームペー ジ上で行な う予定です。

(b)ユ ー ザ事例やFAQの 収 集 と公開

 機 械翻訳の訳質は、対象分野 にあわせ てユーザ辞

書を充実 させ ることに よ り向 ヒします。しか し、具

体的に ど うすれば効率良 く訳質 を向Eさ せ られ る

か とい った ノウハ ウはあ ま り知 られていない よ う

です、,本委員会では、専門家への ヒア リングやア ン

ケー ト調査、関連す る学会や講演会での情報収集 な

どに よ り、機械翻訳 の有効 な利用 方法 を発掘 し、ユ

ーザ事例 として まとめ ることを考えてい ます
。 ま

た、会員か ら寄せ られた ご意見や質問等を もとに、

ノウハウをFAQと してまとめることも考えています。

(c)機 械 翻訳 プロジェク トの調査 と紹 介

 機 械 翻訳の学術的 ・技術的な動向 を把握す るため

に、機械翻訳に関す る各国のプ ロジェク トや学会 を

広 く調査 し、解説等 と して まとめ ることを考 えてい

ます。
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ワーキン ググループ③ 「標準化 ・共有化」

(a)辞 書 ・翻訳 メモ リ(TM)の 共 有

 先 に も述べ ました よ うに、…般 に、辞書の充実に

よって機械 翻訳の性 能は向 ヒします。 しか し、各社

の製 品間で 圧換性 が ないため にユーザ 間で 共有 す

るのが簡単ではな く、同様 の辞 菩が個 別に作 られ、

共通 に使 え る辞 書は ほ とん どない とい うのが現 状

です。当委 員会では公的な機関 と して、it通 に使 え

る辞書を構 築 ・管理 し、会員に機械翻訳 が効率良 く

行なえる環境 を提供 する ことを 目指 します。そのた

めには、標準的な フォーマ ッ トを定義 し、普 及 させ

る必要があ ります。AAMTで は 、過去にUPFと い

う辞書記述 の標 準を提 案 してい ます。TMに 関 して

は、TMXと い う標 準が定め られ てい ます。しか し、

UPF、 TMXと も にまだ不1・分 な状態 である との指

摘 があ ります。 したがって、当委員会では、まず、

既 存仕様等 につ いての実態 調査を行 な う予定です。

その後 、辞 書とTMと の関係 を考慮 しつつ 、仕様 の

標 準化 および共有化 を検 討 します。最終的 には、機

械 だ けでな く人間 も参照 しやす い よ うな辞書 を 目

指 します。 また、将 来的 には、L-J語資源 協会(GSK)

とい った 占語資源 コン ソー シアム とも協力 して言

語資源 を収集 してい くこ とも視野 に入れ たい と考

えてい ます。L記 以 外に も、共有化 に伴 い、資金 面

の問題 、知財の扱い、信頼性 の問題 な どに も対処 し

てい く必要があ ります。これ らの問題 を解決す るた

めには、翻訳家の方々の ご協力が不可欠 である と考

えてい ます。

共通項 目

(a)白 書 の作成

 イ ンター ネ ッ トWGと 連携 し、会1博 川ペー ジ

で各WGの 成 果をタイム リー に発信 してい くr定

です。そ して、5年 後 を 目処 に括動内容 を白1'11こよセ

とめたい と考えてい ます,,

(b)英 語 での発信

 普 段か ら活動 内容 を 日本語 と英語 で定期的 に 長

とめ、将来的にはその 要約 を多 :ILI I IIII化す ることを検

討 してい ます。
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一
                 AAMT新事務局紹介

一 は じめ ま して!新 しい事 務 局 よ りごあ い さつ 一

                        AAMT事 務局長 神崎 r';'f.i

                        AAMT事 務局  和泉 絵 嚢

 2006年7111日 、AAMT'}≦ 務 局は、史なる業務

効率化を 目指 し、II:1:・ 御 茶 ノ水のJEITA((社)電

r情 報技術産 裳協会)雰 務所か ら、京都 ・精 華町の

NICT((独)情 報通信イ9『究機構)知 識創 成 コ ミュニケ

ー シ ョン研究セ ンター内へ移転 いた しました
。東京

の オフィス街か ら 一転、の どかな 田園風景の中に対

照的に 先端技術の研究開発セン ターが 立ち並ぶ新

天地ヘ… 大きな変化 とな りました。

 精 網Hfは 、;,:都 ・大阪 ・<1'fの こ府県に またが る

京阪奈fi:陵 に位 置す る、文化 ・学術 ・研 究の拠点 ・

関 西文化1'術 研究都 市(通 称:け いはんな学研都

市)」 の ・角です. 「1斐1西のつ くば」 と言 えば、東

日本の 方々にはその特徴がよ りイ メージ しやす い

で しょ うか、,したがって、たいていの方 々が持って

お られ る占都 ・京都の イメー ジとは異な るか もしれ

ません、,しか し,大 阪 ・奈良 とともに、 日本の歴 史

の 中でその 豊かな 文化的 ・自然的i二壌の ドで新 しい

価値 を創造 して きた精神が、先端科学技術を生み出

す学研都市において も引き継がれていると言えます。

NICT kll識創 成 コ ミュニ ケー シ ョン研 究セ ンター

は、本部をiih:・ 小 金井ll∫に 置 くNICTの け いはん

な 支部です、当セ ン ターでは、情報通信 システム と

人をと りもつ ヒューマンイン ターフェイス技 術 と

コンテ ンツ処理技術を軸 として、豊かな情報生活を

支える技術の研究開発が行われ ています。そのセ ン

ター内でAAMT'1筋 局 が人居す る 自然言語 グルー

プでは、機械翻訳 をは じめ とす る白然 匿ξ語処理の研

究開発が行われてお り、井佐原 均AAMT会 長 が リ

ー ダー と して グループを率いてい ます 。

 現 在、井佐原会長の統括 の ド、神 崎 ・和泉の 二名

で 事務局 業務を進めてい ます、、最後 に、両名 より会

員の皆 さまに ごあい さっ申 しLげ ます、,

AAMT事 務 局長 を仰せつか りま した神崎 亭:rで す,,

AAMT会 員 の皆 さまが機 械翻訳の分野 を盛 り1:げ

牽 引され ていく、そのお 手伝 いができ ます ことを、

大変嬉 しく思 ってお ります、,新規の体制に変わ りま

したが、皆 さまが安 心 して より一一層ア クテ ィブに ご

活動 できます よ う、裏方か らサポー トして参 る所存

で ございます。何 卒よろ しくお願 い申 し ヒげます。

(神崎享 子)

皆 さまは じめま して。新事務局がス ター トして約半

年 、AAMTは 、個 人 ・法人会員の皆 さま、委員会活

動にご協 力いただいている皆 さまな ど、た くさんの

方々の ご厚意 によって支え られ ているのだ と実感

してい ます。その方々への感 謝の気持ちを持 って 業

務を進 め、 「AAMT会 員 で よか った」と思っていた

だけるよ うな、そ して皆 さまの 日々の ご活動に少 し

で も有益な情報 をご提供 できる組織 であ りたい と

思います。 どうぞよろ しくお願 い申 し ヒげ ます。

(和 泉絵 美)

              鐵
               蕪難

     盛 翌講盤
「よろ しくお願いいた します!」

(左 よ り)神 崎 事務 局長 ・和泉

AAMT事 務 局

〒619-0289京 都 府 相 楽 郡 精 華 町 光 台3-5

(独)情 報 通 信 研 究 機 構 自然 言 語 グ ル ー プ 内

電 話:0774-93-4625 FAX:0774-93-4627

E-mai1:aamt-info)@aamtjn偽

28



第16回 通常総会および関連行事

(報告会 ・講演会 ・AAMT長 尾賞授与式 ・懇親会)の 報告

 当 協 会の第16回 通常総 会が、2006年6月16日(金)午 後1時30分 よ り、 東京 ・御 茶 ノ水の総評会館 で

開催 され ま した。総 会後 、各委員会か らの 報告会 と、2名 の講師 による講演 会、そ して、本年度 よ り設 ・1ノ:され

た、「AAMT長 尾 賞」の第一一一【・i授与式 と受賞記念講演が盛況の うちに行われ 支 した、、

報 告 会

 辻 井潤 一会長(当 時)の 開会挨拶 の後、井佐原均技術動 向調査 委員長 ・坂 本義 千1市場動lr1】。lll査委員長、横山

品 一AAMT/Japio特 、}ノi二翻訳研究 会副 委員長、富 士秀イ ンター ネ ッ トWGリ ー ダー よ り、それぞれ(/)fi i dに

お ける2005年 度 の活動が 報告され ま した、

講 演 会

 は じめに、英語教育 ・第 着 語習得研究にお ける活発な活動で知 られ る、明海 大学 ・投 野由糸己尺教授 による、

「人間の誤 り、機械の誤 り:外 国語学習者の コーパ スを見て考え ること」の講演 があ り支しだ1続 いて、AAMT

初代 会長で、MTの 研 究において第一人者である、(独)情 報通信研究機構 ・長尾 眞理`1`長 よ り、[矢II識処理 と学

習 ・環境適 合技術 の時代 」にっいてお 話いただ きま した。

AAMT長 尾 賞 授 与 式 ・受 賞 記 念 講 演

 2005'f`4月 、AAMT初 代 会長であ る長尾 眞先生が 日本国際賞 を受賞 され、その賞金 の ・部をAAMT U)活

動 に資する よ うに とご寄付 くだ さい ま した。 これ を受 けて当協会では、「AAMT長 尾 賞」を設 けま した、,本賞

においては、機械翻訳 システムの実用化の促進お よび実用化のための研究開 発に貢献 した個 人あ るいは グルー

プを表彰 します。いわゆ る学会の論文賞や学術賞ではな く、た とえば、高性能の機械翻訳 システム を商品化 し

た、機械翻訳 システムを使 った新 しいサー ビスを開始 した、とい った 貢献 を対象 と し主す,も ちろん学術的に

も意味のあ る成果を除外す るものではあ りません。第一回の今回は、次の2グ ルー プに授1ノ・され 芝した1

◆ 沖 電気f:株 式 会社 研 究開発本部 機械翻訳 グループ

  ン 受 賞理 由:エ ホ ックメイ キングとな る機械翻訳 システムやサー ビスの開 発運川

◆ 日本電気株式会社NECメ デ ィア情報研究所

  ン 受 賞理 由:携 帯端末用rl動 通訳 システ ムの実用化技術に関す る研究 ・開 発

 授 与式に続 き、各社の代表者に よる受賞記念の講演が行われ ま した。

懇 親 会

 本 会後 に行われた懇親会 には、本年度 も多数の参加があ り、楽 しいひ とときを過 ご し圭した、,会の最 後では、

同 月を もってAAMT会 長 を退任 され た辻 井潤 一一先生(東 京大学 大学院)よ りご挨拶 があ り 隻した1ま た 、同

じく同月を もって事務r; 務 を新事務局 に引き継 いだ中瀬真氏(事 務局長。JEITA)、 高 田化代r一氏 には 、お:

方 にAAMTの 活 動を長年支えていただいた感謝 の気持ち とともに、花束が贈 られ 主した、、その後、井佐原均

新 会長 よ りAAMT新 体 制 にお ける意気込み が語 られ 、正式 に新体制へ の引継 ぎが行 われ 主した、,
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       癒驚
       覧鑑

AAMT長 尾賞授 与式の様r・ (長 尾 先生 よ り、

          轟 響 勢
F'凝

               亀 桜顯'

             繋 輪1
    餐           "

         L

  (左から)沖電気工業株式会社、NECメ ディア情報研究所へ)

行事

総会

報告会

講演会

AAMT長 尾賞授 与式

 受賞記念講演会

懇親会

内容

第16回 通常総会

ー

ワ
臼

∩δ

4
▲

FD

6.

7

開会の辞

会長挨拶 東京大学大学院教授 辻井 潤

出席会員の確認

議事録署名人の選出

議案

第1}ナ 議案 2005年 度事業報告(案)

第2r   2005年 度決算報告(案)

第31」議 案 2006年 度事業計画(案)

第4}3議 案 2006年 度収支予算(案)

第5,,'議 案 事務局移転の件

第6弓 議案 役員改選(案)

その他、会員提案事項

報告事項

総会後の組織 ・人事について(案)

閉会の辞

会長挨拶

各委1,j会 か らの2005年 度 活動報告:技 術 動向調査 委員会、 rii

場 動 向調 査委員会 、AAMTIJapio特 許翻 訳研 究会、インター ネ

ツ トWG

「人間の誤り、機械の誤 り:外 国語学習者のコーパスを見て考

えること」 明海大学 教授 投野 由紀夫 氏

「知識処理と学習 ・環境適合技術の時代」

(独)情報通信研究機構 理事長/元AAMT会 長 長尾 眞氏

受賞 グループ:

 沖電気L業 株式会社 研究開発本部 機械翻訳グループ

 日本電気株式会社NECメ ディア情報研究所

新お 茶の水 ビル ・サ ンクレール2F「 ビス トロ備 前」

時間

13:30-14:15

14:30・15:30

15:40-17;00

17:00曹17:40

18:00-20:00
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一 一
            2006年AAMT長 尾賞受賞に際して

            ～携帯端末用自動通訳システムの実用化～

日本電気株式会社 松川 淑r・

1,携 帯 端末用 自動通訳 システ ム

 当社 は 「携 帯端 末用 自動通訳 システムの実用化技

術 に関す る研究 ・開発」に対 し、2006年 にAAMT

長 尾 賞 をいただきま した。 この技術は、5万 語 とい

う大規模 な語彙 を用 いた旅行 会話通 訳機能 を、携 帯

端末や携帯電話 の製 品へ搭載 可能 に した ものです。

 当社 は2002年 、PDAで リアルタイムに動作す る

旅 行会話 向 け 日英 双方 向 自動通 訳 システム を開発

し、国土交通省の 「e一エアポー ト」構想 の一環 とし

て、成 田空港 にお いて実 証実験 を 重ね てき ま した

(図1参 照)[1]。 ま た2005年12月 、携 帯電 話用マ

ル チ コアプ ロセ ッサにお いて リアル タイム ロ英旅

行 会話通訳 システ ムを実現 しま した(図2参 照)[2]D

こ の技術 を多言語 に展開す るこ とで、2006年1月 、

PDA単 体 で動作す る 口中旅行 会話通 訳 ソフ トウェ

アを開発 しています。

 そ して2006年2月 、 日英旅行 会話通 訳機能 を、

NECの 新製 品であるモバイルマルチ メデ ィアプ レ

ー ヤVoToLと い う携帯端末 ヒに
、世界で初めて製

品搭載 しま した(4月25日 出荷 、図3参 照)[3]。

図1:PDA日 英 旅行 会話通訳

 当社 は、1983年 のTelecom'83に お いて小林宏治

(当時NEC会 長)が 自動 通訳電話の コンセプ トモ

デル を発表 して以来 、一貫 して 自動通訳の技 術開発

をk導 し開発 を進 めてき ました。1991年 、機械 翻

訳 システムPIVOTと 音 声認識 専川ハー ドウエア を

開発 ・統合 して、数百語規模 の 日英 自動通訳 システ

ムINTERTALKERを 試 作 し、 Telecom'91に 出 展

して国際的に高い評価 を得ま した。1999年 に は、

口英旅行 会話通 訳 をパ ソコンLの ソフ トウェア と

して実現 し、2001年 に はパ ソコンのパ ッケー ジ ソ

フ ト 「たび通」として製品化 しま した。 この ソフ ト

は、5万 語 とい う豊 富な語彙を持 ち、旅行 会話を

図2:携 帯電話川プロセッサでの

   自動通訳

 N

o{ヨ

図3:モ バイルマルチ メデ ィア

   プ レーヤVoToL
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対象 として通 訳支援 を行 うもの です。しか しこれ ら

従;}LU)自 動通 訳シ ステ ムは、サーバやパ ソコンを用

いた ものであるか、もしくは携帯端 末Lの もの と し

ては利川場面やlll}彙が 限定 され るもので した。これ

に 対 し我 々は独 自ア ルゴ リズム の開発 によって 、

1)5万 語 とい う豊富なボキャブラ リによ り表現の

制約 を意識せず に 自然 に話せ る、2)旅 行 会話の

様 々な会話を的確に訳す ことができる、3)携 帯端

末Lで リア ル タイム に動 作 ・r能とい う特 徴を有す

る自動通訳 システムを実現 しました[4,5,6]。

2.携 帯 電話 向け翻訳

 機 械 翻訳 は 、す でに携 帯電 話 向 け翻 訳 サ イ ト

「J・SERVERホ ケ ッ ト」(図4参 照)[7]な ど 、 ASP

}t と して展開 されてい ますが、音声翻訳機能 が実

現 され ることで、ス トリーム情報を対象 とす るこ と

が できるよ うにな り、ASP'# と して も飛躍 が期

待 され 賛す、、これ らの 嘱業は、2008年 北 京オ リン

ヒ.ックに向 けて急速に拡 大す ることが見込 まれ、今

後1長す ます 、機械翻訳が人 々に とって身近な ものに

なるで しょ う、,

櫓

鰹調貫鱒賞

詳 烈 e… 闘 ウ

0

}団朗期 噛tf轟 戸〃51

多,当ンゆレ㌧

亀力属繭L麗 禽?■ 蚤"
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φ

糟

`鷺照 引`鞠 伽
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 愚醒面 ρ"

 岡

  図4:「J-SERVERポ ケ ッ ト」 イメージ図

3.今 後の発展

 自動通訳 は、インター ネ ッ トの 発展 とともに グロ

ーバル化す る社 会におい て
、携帯端末や携 帯電話を

川いたユ ビキ タス コ ミュニ ケー シ ョンツール と し

て注 目を集 めてい虫す、、また、我 々の開発 した技術

を利川す るこ とによ り、グローバルなデー タベー ス

検 索や オー ダエ ン トリ、対話工一 ジェン トな ど様々

なアプ リケー シ ョンが組み込み システム と して

大 き く広 が るこ とが期待 され ます。 この技術 開発

は、現在市場が拡大 しつつあ る電 ∫・辞 辞や情報家電

に翻訳機 能を搭 載 可能 とす るもので、日本が 田:界に

先行 する ものです、,また、音声翻訳機能 を携帯竃話

用プ ロセ ッサに搭 載す ることも口r能とな り、'卜導体

事業 の拡 大 と競争 力強化 に大 きく寄 与す る もの で

す。 本技術は、 スケー ラブルな拡張が ・∫能で あ り、

計算 リ ソー スの豊富 なサー バに適 用す る ことによ

り、サーバ ・クライアン ト型 の高性能 な 自動通 訳 も

可能 とな ります。

 携 帯端末 自動通訳は、自然F-1語 処理研究 者のみ な

らず 、世界の 多くの 人が望む夢 です。我 々は、その

実現 に向 けて新た なステ ップを築 く と同時 に、従来

には ない新 しい分野 におい て、機械翻 訳技術 の用途

を拡 大す る道 を開 きま した、,これ か らも夢 の実現に

向けて進ん でいきたい と考えています、

[11http:〃www.labs.nec.co.jp10verview!soshiki!me

dia/images/PDAI.mpg

[2]http:〃www.labs.nec.co.jp10verview!soshiki!me

dia/images/translation _mp211.wmv

【3]http:〃121ware.com!votol1

[4]Okumura, et aL: An Automatic Speech

Translation System for Travel Conversation,

Human Language Technology Workshop,

pp411-412,

http;〃www.mt-archive.info1HLT-2002-Okumura.

pdf(2002/3/24)

[5] Isotani, et all An Automatic Speech

Translation System on PDAs for Travel

Conversation, Int Conf on Multimodal Interfaces

(ICMI), pp211-216,(2002/10/15)

[6]山 端,他:PDAで 動 作 す る 旅 行 会 話 向 け 日 英 双

方 向 音 声 翻 訳 シ ス テ ム,情 報 処 理 学 会 自 然 言 語 処 理

研 究 会,Vo1.2002 No.066,  2002-NL-150,

(2002/07/15)

[7]http:〃www.kodensha.jp/jserver/jsp/
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一
              〇KIにおける機械翻訳技術開発

～ 第1回 「AAMT長 尾 賞 」 を受 賞 して ～

                     沖電気ll業 株式会社 村田 稔樹

 私 た ち(沖 電気工業株式会社研究開 発本部機械翻

訳研 究 グループ)は 、昨年61Jl6日 、 アジア太平

洋機械 翻訳協会(以 下AAMT)が}{催 す る第1回

「AAMT長 尾 賞」を受賞 しま した。これ までエポ ッ

クメイキン グとなる機械翻 訳 システムや サー ビス

の開発運用 を行 ってきてお り、機械 翻訳の実用化や

普及 に大きな貢献 があったこ とを評価 され た もの

です。

 「AAMT長 尾 賞」は、機 械翻訳の権威で あ り、ま

たAAMTの 創 始者 である長尾 真氏(情 報通信研 究

機構(NICT)理 事 長 、京都 大学 元総 長/名 誉教授)

が昨年 「2005年 日本国際賞」を受賞 され た ことを

記念 し設 立され 、機械翻 訳の実川化の促進 お よび研

究開 発に対 して優れ た貢献 のあった と判断 され る

AAMT個 人 会員 も しくは法 人会 員に属す る個 人ま

たはグルー プに対 して授 与され るものであ り、それ

を第1回 目に受賞 できたこ とは大変 光栄 に思 って

お ります。

 以 ドでは、受 賞対象 となった4つ の システム/サ

ー ビスを順 にご紹介 し
、最後に私たちが考える機械

翻訳 の今後 につ いて述べた い と思 い ます。

 まず最初 は、1995年 に 世界で初めて考案および

開発/商 品化 したWeb用 機 械 翻訳 システム

「PENSEEOO for lnternet」 で す。イ ンター ネ ッ トの

登場 によ り誰 でも海外 の膨 大な情 報に 自由にアク

セ スす るこ とが可能 になった半面、それ を活用する

ためには優れ た英語能 力が必 要 とされ る とい う多

くの 日本 人が持 っていたジ レンマ を解消す るため

の画期的 なアプローチ であ り、ク リックーつで図や

リンクを もったWebペ ー ジが見た ままの レイア ウ

トで翻訳 され るさまは、驚きを持 って迎え られ まし

た,,ま た、機械翻 訳を一般 の人に とって身 近で必要

不 可欠 な もの にす るだ けで な く、イ ンター ネ ッ ト

その ものの 普及に 大きく貢献 しま した、、現在で も、

非常に 多くのWeb翻 訳 関連製 品や サー ビスが 多 く

の企 業か ら提 供 されてお り、機械翻訳 業界 全体の活

性 化を もた ら し重 した、,

 2つ 目は、1997年 に 開発 した 世界では じめて

JavaTM、 語 で 詐かれ た機械翻 訳エ ンジンです、、この

エンジンでは、単語、イデ ィオム、簡rriな 、㌃い回 し

や 文全体 を同 じ翻 訳パ ター ンとい う形式 で登録す

る ことができ、翻訳 システム開発者のみな らず ユー

ザで も簡 単に翻訳 パ ターンを追加す るだけで翻訳

品質 を向Lさ せ る ことのできる優れ たカ スタマ イ

ズ性 を持 っています.こ のエ ンジンでは この開発の

過程 では、主だ多 くの課題を抱えていた登場間 もな

いjavaのEで 本格的な 自然 爵語処理を構築 した経

験 を活 か し、開発会社のSun Microsystems社 に積極

的にフ ィー ドバ ックを行 い、さらにJava Community

Processな どの標準化活動 に も参加 し、 Java、 ㌃語の

質 のrl1]LやUnicodeを 用 いた 自然 、亨語処理技術 の確

立に対 して も貢献 しま した、

 3っriは 、 ヒ記のJava版 機 械翻訳エ ンジンの優

れ たユーザ カ スタマ イ ズ性 を活 か し、2004年 か ら

イン ター ネ ッ トLに お いて無償 で公 開 してい るコ

ミュニテ ィ型機械翻訳サ イ ト 「訳 してね っと㈹」

(http:〃www.yakushite.net/)で す。 ユーザが興味

を持つ分野の辞 酵をユーザ が協力 して登録す るこ

とで、簡 単に翻訳 品質 をrll】Lさせ ることがで き 長

す。各人が人力 した辞 酵は基本的に全ユー ザが利用

す るこ とができます ので、一人一人が少 しずつ様 々

な分野の辞,1芋を登録す るこ とで、全体 として様 々な

分野 にお いて高い翻訳 品質 の問で共有す ることが

できます。これは、翻訳の質の向Eと 辞,1}:の充実 と

い う機械翻訳 にお ける本質的 な問題 を、ユーザ 自身

による評価 ・改 簿とユー ザ同Lの 協調によって解決
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 最 後 は、2005年 か ら行 ってい る機械翻訳技術の

特許検索 への応川 です、,機械翻訳 をクロス リンガル

検索に応用す るこ とで、日本語で 米悶特許 を検索で

き る 機 能 を リ コ ー テ ク ノ シ ス テ ム ズ の

「RIPWAY⑭ 」(http:〃www .ripway.net/) L一に リ

コー グループ と共同で作 りLげ 、機械翻訳の新たな

応用先/ビ ジネス展 開を見いだ しま した。国内特許

公報 とその英 文抄録 か ら約80の 分野の専門用語辞

書(の べ約140万 語)を 自動的 に作成 し、それ ら

の辞 書を適切 に川いてす べての 米国特許 を 日本語

に翻訳す る ことによ り、 日本語 文章による検索が

可能 となってい ます。実際の国内特許公報で使われ

てい る専門用語が訳出 されてい るため、日本語文章

に よる検索 を高い精度 で行 え るの が特長 です 。 ま

た、米国特許デー タベー スに対 して あ らか じめすべ

て機械翻訳 してあ りますので、ユーザ は機械翻訳 を

全 く意識す る ことな く検索 で きる ことも大 きな特

長です。この 日本 語文章による米国特 許検索 サー ビ

スは、2006年7月 か ら有償で 「RIPWAY」 に て提

供 されてい ます。
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 今回の 「AAMT長 尾賞」受賞は、これ らの事業

活動を通 して、私たちの機械翻訳の実用化促進や研

究開発への貢献が認められたものと考えています。

今後、機械翻訳は様 々なサービス、産業、場面で活

躍することになると考えています。そのときは、前

述の米国特許検索における機械翻訳のように、多く

の場合、皆様からは直接見えないところで機械翻訳

システムが活躍 していることと思います。私たち

は、社会の必要不可欠なインフラとして発展する機

械翻訳を支えるべく、幅広い研究開発に取 り組んで

まい ります。
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ヒシネスにお ける様 々な業種の ニー ズに応 えたサー ハ型翻 訳 ソフ ト

「The翻 訳 サ ー バEnterprise Edition V2.0」

東芝 ソ リュー ション株式 会社

1. は じ めに

 東 芝 ソ リュー シ ョン株式会社は、 「The翻 訳 シ リ

ーズ」で定評ある翻 訳エ ンジンを搭 載 し、ビジネス

におけ る様々な業種のニー ズに応えたサーバ型翻

訳 ソフ トウェア 「The翻 訳サーバEnterprise Edition

V2.0」 を 発売 しま した。

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V2.0で は 、 「意

味 トランス ファ方式」に加 え 「CF翻 訳」 と 「2段

階翻訳」の採 用によ り、以前 にも増 して文脈 にふ さ

わ しい訳語を用いて翻訳を行え ます。これ らに加 え

て、メモ リ辞書(翻 訳 メモ リ)や ユーザ辞 書によっ

て翻訳資産を蓄積 ・共有す る ことで、統 一一され た翻

訳品質 と高い翻訳精度 を実現 してい ます。

 ま た、様 々な利川環境 で、多様 な文ti.:形態 を扱 え

るよ うにす るとともに、アプ リケー ション ・インタ

フェースの提供に よって、業務 アプ リケー シ ョンへ

の翻訳機能の組み込み を容 易に しま した。英 語 と日

本語が混在 した環境での 業務 を効率化 し、ビジネス

の グローバル化 に対応 できるよ うになってい ます。

この グローバル化 に伴 い翻訳需 要の急増 している

特許 ・医薬 品業界における翻 訳業務を支援 するため

に、強 力な専門の文法知識 と辞 菩を備 えた特許翻訳

オプシ ョン、医療翻訳オプシ ョンも用意 してい ます。

2.The翻 訳 サーバEnterprise Edition V2.0の 特 長

(1) 自、、、≡百 理技術を駆使 し、高い翻訳精度を実現

 最 新版 の翻訳エ ンジンは、文全体の意味に適 した

訳 し分 けを行 う 「意味 トラン スフ ァ方式」、文書の

文脈情報(Context)と 書 式情報(Format)か ら訳語 を導

き出す 「CF翻 訳」、 文書全体 を先読み して得 られ

た情報 を利用す る 「2段階翻訳」 を採用 し、よ り高

度な翻訳 精度 を実現 してい ます。

 辞 書の 面で は、190万 語 の標準搭載辞 詐に加 え、

分野数 ・見出 し語数 ともに充実 した26種 類482万

語 の専門用語辞 菩の提供 によ り、幅広 い曽:門分野 の

翻訳要求 に応 えて います、、

(2) メモ リ辞書やユーザ辞書で翻訳資産を蓄積 ・共有

 過 去の翻訳結果 を原 文と ともに登録 した メモ リ

辞 書や業務用に作成 したユーザ辞 詐などの翻訳資

産 をThe翻 訳 サー バ内に蓄積 ・共有で き 妄す.例 え

ば、社内の翻 訳部門が翻訳 した社内資料、商談資料、

ビジネスメール、契約 辞類 な ど、II本 語 ・英語の 対

とな ったデー タか ら対訳や語彙 を抽 出 し、対訳 はメ

モ リ辞 書と して、語 黄はユー ザ辞 辞として蓄積 して

お き、これ らの翻訳 資産 を新 たな翻訳に川 いること

で、全社的 に統 一され た高品質な翻訳糸【蚤課 が得 られ

ます。また、付属 の辞 菩メンテナン スツー ルを利川

して辞 書の編集 を容 易に行 うこ とが でき、翻訳資産

の蓄積 を支援 します。

(3)様 々 な利 用環境で 、多様 なコンテ ンツに対応

 ブ ラ ウザか らURLや テ キス トを原 文として指 定

して翻 訳す るホー ムヘ ージ翻訳や テキ ス ト翻訳、原

文を電rメ ール で送付 して翻訳す る メー ル翻訳、ホ

ームペー ジにボタンを埋 め込んで翻 訳す る翻訳ボ

タン といった従来の機能 に加 え、本商品では、ブラ

ウザ でPCLの 文 詐ファイル を指定 し、サーバLで

翻訳 を行 うフ ァイル翻訳機能 が利 川でき ます、,

HTML文 書やXML X,4=、 Microsoft(R)

Word1Excel/PowerPoint(N)の 文JF、 PDF文 井な どを指

定で きます、,
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図1:ア プ リケーシ ョンの組み込み例

(4)業 務 アプ リケー シ ョンへの組み込み が可能

 ア プ リケー シ ョン・イ ンタフェースの提供 によ り

業務 アプ リケー シ ョンに翻訳機 能 を組 み込む こ と

が できるので、利 用 してい る環境や ワー クフ ロー を

変 えることなく、日本語文書 しか扱 えなかったアプ

リケー シ ョンで英語文書が扱 えるよ うにな ります。

例 えば、デー タ管理 システ ムにお いて 、登録 データ

に 日本語 と英語が混在 してい る場合、データベー ス

か ら必要 な情 報を英語 の情報 もあわせ て 日本語 で

探 し出 し、参照 ・利 用で きるよ うにす るためには、

その都度翻訳作業が必要 とな ります。データ管理 シ

ステム にThe翻 訳 サーバ を組 み込 めば、海外拠点

か らは従来通 り英語で登録 して も、本 商品で これ を

日本語に翻訳 してお くことで、海外拠点 か らのデー

タも 日本語に よって検 索が可能 とな ります(図1)。

この よ うに、The翻 訳 サーバ によ り日本語 ・英語 の

区別な く情報を一元的に管理 ・共有で き、業務効率

の向上が図れます。

3. 特 許翻 訳オプシ ョン

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V2.0特 許

翻訳オプシ ョンでは、明細書や特許庁への意見書な

どの原 文を翻訳 前に解析 して、翻訳 しやすい文体へ

自動変換 します。これを特許専用文法 ・辞書で解析

す ることに よって、特許特有用語 ・表現や、請求項

な どの長文 を適切 に翻訳 します。また、特許専門用

語辞書16万 語、特許用例2万 例は専門分野の翻訳

が多い特許翻訳を強力にサポー トします。

 これ を特許の外国出願や公知例調査等に利用す

ると、一連の作業を効率化できます。例えば、欧米

の特許調査では、従来は英文でアブス トラク トを読

み重要度を判断 していたのに対 し、本商品と特許オ

プシ ョンを特許検索システムに組み込む ことによ

り、日本語で重要度を判断できるようになります。

このため、短時間でより広範囲な外国特許調査が可

能となり、問題特許の見落としの削減が期待できます。

4. 医 療 翻訳オ プシ ョン

 The翻 訳 サーバEnterprise Edition V2.0医 療

翻訳オプ シ ョンでは、医学 ・薬学分野 の うち、特 に

製薬業界向 けに以下の よ うな点 を強化 しま した。

 (a)医 学 ・薬学分野 専用 の文 法知識

 (b)性 状 ・品質適正化 の基準 となる 「日本薬局方」

   に基づ く薬学辞書、メモリ辞書、パターン辞 書

これ らに よ り、医学 ・薬学 分野の文書に適 した翻

訳結果を得 ることがで きます。例 えば、「本品0.05g

を 酢 酸(100)5mLに 溶 か し、臭素試液0.5mLを 加 え

るとき、試 液の色は 直ちに消 える。」 を"Dissolve

O.05g of it in 5 mL of acetic acid(100), and add

O.5mL of bromine TS:the color of a test solution

disappears immediately."の よ うに製薬 文書向 け

の文型で訳出できます。
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 さ らに、本オプシ ョンでは、南山堂 「医学英和大

辞典(第11版)」1「 プ ラクテ ィカル医学略語辞典」

に基づ く医学辞書 も提 供 してい ます、、

 The翻 訳 サーバ ではL記 医療翻 訳オプ シ ョン以

外に も、以 ドの医学 ・薬学向け 惇門川語辞 井を提供

し、 医療 文献の 翻訳 の助 け と してい ます、,(a)医

学 ・薬学分野(英 日279,000語 、 日英254,000語)

★、(b)日 外 ア ソシエ ーツ 「医学川 語大辞典」 に基

づ く医学辞 書(英 日197,000語 、目英187,000語)。

★MedDRA(日 米 欧問で定 め られ た国際的に統 一 さ

れた医薬規制用語集)に 配慮 した川語を 含む,,

5. 動 作 環 境

ハ ー ドウ ェ ア:PCIAT互 換 機(MAGNIAシ リー ズ推 奨)

OS(日 本 語 版):Windows●Server 2003 Service

    Pack 1, Windows●Server 2003 R2,

    Windows●2000 Server Service Pack 4

メ モ リ(The翻 訳 使 用 分):192MB

    (翻 訳 を 並 列 処 理 す る 場 合 は 、 処 理 を1件

    追 加 す る 毎 に128MBが 追 加 で 必 要)

デ ィ ス ク:1GB以 上(イ ン ス トー ル 時)

    (そ の 他 、 キ ャ ッ シ ュ1ス プ ー ル 領 域 と して

    1GB以 上 推 奨)

そ の 他:JDK 5.0、

 Internet Information Services 5.0/6.0, FTP,

CGIが 動 作 す る 環 境

※ フ ァ イ ル 翻 訳 を 利 用 す る 場 合 は 、 以 ドの ア プ リ

 ケ ー シ ョ ン が 必 要

 docフ ァ イ ル の 翻 訳 に はMicrosoft⑱Word 2003

 xlsフ ァ イ ル の 翻 訳 に はMicrosoft⑭Excel 2003

 pptフ ァ イ ル の 翻 訳 に はPowerPoint●2003

 pdfフ ァ イ ル の 翻 訳 に はAdobe●Acrobat⑱7.0

 

 

 

 

 

 

製 品 情 報URL

http:〃mt-server.toshiba-sol.co.jp/

Microsoft、 Windows、 PowerPointは 、 米li4

Microsoft Corporationの 米 国 お よ び そ の 他 の

国 に お け る 登 録 商 標 ま た は 商 標 で すI

Adobe及 びAcrobatは 、 Adobe Systems

Incorporatedの 登 録ll亭i標ま た は 商 標 で す.

The翻 訳 、 The翻 訳 サ ー バ は 、 東 芝 ソ リュ ー シ

ョ ン 株 式 会 社 の 登 録 商 標 ま た は 商 標 で す1,

記 載 さ れ て い る 商 品 の 名 称 は そ れ ぞ れ 各 社 が

商 標 と し て 使 川 し て い る 場 合 が あ り ・セす1、

本 製 品 の イ1:様はr告 な く 変 更 さ れ る 場 合 が あ

り ま す 、、
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1

Myサ イ ト翻訳

株式会社高電社

 株 式 会社 高電社(本 社:大 阪 市阿倍野区、代表取

締 役社長:岩 城陽 子)で は、現在、法 人向 けにホー

ムヘー ジ自動翻 訳のASPサ ー ビスを精ノJ的に全国

展 開 している。

 このASPサ ー ビスの 中で もll力 と位 置づけてい

るのが 「ボ タンひ とつ 自動翻訳」 と称する 「Myサ

イ ト翻 訳」サー ビスである。このサー ビスは、顧客

の 日本語ホー ムペー ジ トに所定の外国語翻訳用 リ

ン クタグを貼付す るだ けの作 業で、サ イ ト訪問者が

このボ タンを選択すれば、即座 に外国語 に自動翻訳

して表示す る、

 このサー ビスに導入 されてい る翻訳エ ンジンは、

英語 ・中国語(繁 体字/簡 体字)・ 韓 国語の最 大4

、ヤ語に対応 し、特 に同社が 四半世紀 をか けて 自社開

発 してきた 中國語、韓国語翻訳エ ンジンの翻訳精度

は、国 内外 を問わず高 く評価 され、検索サイ ト

exciteやNTTド コモ、KDDI、SoftBank、 ㎜M

な どの携帯電話公式サイ トで も採川され、コンシューマ

向け翻訳サー ビスを提供 している。

 セた この 「Myサ イ ト翻訳」には、次の よ うな特

徴的な機能 を搭載 し、現在 も成 長を続 けている。

■ 「Myサ イ ト翻 訳」 の特徴 とな る機能

 ● 翻 訳結果をカス タマイズできる顧客 専用 オ

   ン ライ ンユーザー辞 書 ・文章登録サ イ トの

   提 供

 ● 翻 訳 と1司時に画像や動 画、iY-e:111"などサイ ト

   Lに 貼 付のデ ータの差 し替え機能

 ● 特 殊タ グによる翻 訳非対象 のペー ジや部分

   指 定機能

 ● 自動翻 訳され たベー ジも海外の検索サイ ト

   か ら ヒッ トされ る静的ペー ジ自動保存機 能

 ● SSL(暗 号化 され た)ペ ー ジ も翻訳 できる

   機 能

 高 電社は、約3年 半前に開始 された外国人旅行者

の訪 日を促す 「ビジ ッ ト・ジャパ ン ・キャンペ ーン」

と共に、 これ ら法人向けASPサ ー ビスを構想 、サ

ー ビスの改良を 手掛けなが ら企業や 大学
、官公庁、

自治体等のあ らゆる 市場に、あ らゆ る用途で提供 を

行って きたが、特 に近年 では中国 ・韓国 との 人的 ・

経済的交流が活発 になってきてお り、企業 ・観光 ・

自治体関連への導入事例が増えてきている とい う。

その背景 と しては、ド記の よ うな要因があ ると分析

してい る。

■ 「Myサ イ ト翻訳」の導入の背景

 ● ア ジア と日本の往 来が活発化 している

 ●  日本 企業の持 つ技術 ・品質 が海外 か ら注 口

   され ている

 ● 中 国 ・韓 国の経 済的発展 と交流 強化 の動 き

 同 社では、 「Myサ イ ト翻訳」のサー ビス以外に

も、掲示板やプ ログ、チャ ッ トな どのシステム と連

動できるASPサ ー ビス 「翻訳ゲー トウェイ」な ど

も展 開 してお り、人的翻訳 によるWEBペ ー ジ と自

動翻 訳サー ビスを融 合 して提供す るな ど、外国語ペ

ー ジの総 合的 なコンサル タン ト事業へ と拡大 し
、営

業強化 も図っている。

 下 記に代表的 な導入事例 を紹介す る。

■ 「Myサ イ ト翻訳」の導入事例

〈自治体 〉

岡 山県倉敷 市役所ホー ムペー ジ

英語 ・中国語 ・韓国語で観 光情 報や 生活情報を発信。

観光客の招聰、市民向け情 報サ ー ビス、災害時の情

報イ ンフラと しての効果に期待 を寄せてい る。

〈企業 〉

日本卓球株 式会社ホームペ ージ

英語で製品情 報や 試合速報を発信。海外のプ レーヤ

ー層 の拡 大や
、売Eア ップに期待 してい る。
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日本 卓 球 株 式 会 社HP:

http:〃www.nittaku.com!

学 校 法 人 亜 細 亜 大'γ:HP:

http:〃www,asia-u.ac.jp1

■ 本 サー ビスに関す るお 問い合わせ 先

株式会社 高電社

 ・大阪本社

  大 阪市阿倍野区昭和Hlr 3'7-1

  1T事 業 部 J-SERVER事 務 局

  TEL:06-6628-7730

 ・東 京支店

  東 京都 千代 田区神 田須 田町1-18

  第3神 田セ ン トラル ビル2F

  IT事 業 部 J-SERVER事 務 局

  TEL:03-3256-3061(代 表)

E-Mail:j-server@kodensha.jp

〈大学〉

学校法人 亜細亜大学ホームページ

英語 ・中国語(繁 体字1簡体字)・韓国語で新着情報

や研究室の幅広い情報などを発信。 留学生の受け

入れ と短期、長期の学生を国外に送り出している。
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イ ンターネ ッ ト機械 翻訳サー ビス リス ト

                             AAMTイ ン ターネ ッ トワーキン ググループ

★ 本 リス トでは、AAMT独 自調査に よる機械 翻訳サー ビスを行なってい るWebペ ー ジを記載 して います、、辞

  評男1き サー ビスは原則 として非掲載です,,本 リス トに記載 されて いない機械翻 訳サー ビス 、あるいは記載

  されてい るサー ビスのURI.変 更!停 【Lなどがございま した らご連絡 頂ける と幸いです。

★ ,㌃語欄は、翻訳前あ るいは翻訳後の 、㌃語 として指 定可能な 言語 を表 し、翻訳方向は表 してい ませ ん.

★ 以 ドのサ イ トにア クセ ス した ことに よる ・切の損 害を当協会は補償 いた しませ ん。

★ 川頁不同

サイト(サービス)名

ajeeb

Altavista Babel

Fish Translation

AMIKAI

(nifty

ATLへS

BIGLOBE

clickq Japan

Cyber G-BOC

英語ナビ

ePal.com

Excite

Foreignword.com

Free Translation.com

サービス内容

Web/Text

対象茜語

英アラビア

http://english.ajeeb.com

Web/Text 英仏独西伊葡中日

http://world.altavista.com/

Text 英仏独西葡中日韓

http://www.amikai.com

Web/Text 英日韓中

http://www.nifty.com/globalgate/

Text 英日

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/sample.html

Web/Search 英中日韓

http://honyaku.biglobe.ne.jp/

Web 日韓

http://www.clickq.com

Web/Text 英日中

http://www.g-boc.com/j/cyber/search/index.html

Web/Text 英日韓

http://eigo-navi.com/

Text 英仏独西伊葡中

http://www.epals.com/translation/

Web/Text/MS Office/Search 英 日中韓

http://www.excite.co.jp/world/

Text 25言 語

http://www.foreignword.com/Tools/transnow.htm

Web/Text 英仏独西蘭葡 日ノルウェイ

http://www.FreeTranslation.com/
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Infoseek

イ丁川菊〒督∫報1彗序f

J-Server

金 沢100万 石 まっ り

韓国Web旅 行

関 西コンシェル ジェ

国立健康 ・栄養研究所

Language Engineering

LogoVista e-Trans

Microsoft Office

Update Home

Newstran.comm

新 居 浜 コンシェル ジェ

Paran Go Japan!

OCN

ParSit

Poltran.com

ProMT

Q州 マ イー コンシェル ジェ

Web/Text 英中日韓仏独伊西葡

http://www.infoseek.co.jp/Honyaku

Web 英日

http://shofu.pref.ishikawa.jp/

Web/Text/Chat/Mail 英中日韓

http://www.j-serveccom/index.shtml

Web 英日

http://www. I OOmangoku.net/

Web/Text/ChaUBBS 日韓

http://korea.hanmir.com/

Chat/Mail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/kansai/index.htm

News 英中日

http://humpty.nih.go.jp/

Web/TexUFile/Mail 英仏独西伊葡中日

http://www.leacom/

Web/Text 英仏独西伊葡 日韓

http://e-trans.logovista.co.jp/

Text 英日

http:〃so丘ware.fujitsu.com加/honyaku/eservice/index.htm1

Web/Text/News 英仏独伊西葡中日韓アラビア

http://www.newstran.com/

Chat/Mail/BBS 日韓

http://www.e-niihama.jp/

Web/Text 日韓

http://gojapan.paran.com/index.html

Web/Text 日英韓

http://www.ocn.ne.jp/translation/

Web/Text 英泰

http://suparsit.com

Text 英葡

http://www.poltran.com/

Web/Text/Mail 英仏独西伊露

http://www.online-translator.com/text.asp?lang=en

Web/ChaUMail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/kyushu/
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Reap

Reverso

Rustran.com

Sakhr

瀬 戸 内 ・夢海道 コンシェル ジェ

Sister Cities International

So-net

SPORTS CHANBARA

sScience.com

SYSTRANBox

Systranet.com

特許庁

TransLand

Transtar Web

TransWalker JC

TransWalker JK

TransWalker JET

Transwiz

Text 英日

http://read.jst.go.jp/

Web/Text 英仏独西

http://www.reverso.net/

Text 英露

http://www.rustran.com/

Text 英アラビア

http://mason.gmu.edu/一 一aross2/sakhr.htm

Chat/Mail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/shikoku/syodoshima/

Text 英仏独西伊葡日

http://www.sister-cities.org/sci/resources/translation

Web/Text 英日

http://www.so-net.ne.jp/translation/

Web 英仏独西伊葡中日韓露泰

http://www.internationalsportschanbara.net/entry.html

Text 英日

http://www.sscience.com/index _J.htm

Web/Text 英仏独西伊葡中日韓露

http://trans.voila.fr/

Web/Text/File 英仏独西伊葡希

http://www.systranet.com/systran/net

特許公報 英日

http://www.ipol.ncipi.go.jp/homepg_e.ipol

Text 英日

http://www.brother.co.jp/jp/honyaku/demo/index.html

Web/Text 英中日

http://www.transtar.com.cn/en/transtech/transonline.asp

Text 日中

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Text 日韓

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Text 日英

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Web/Text 英日韓

http:Utranswiz.mobico.com/
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通連国際

VIL Net

Yahoo Korea

ToggleText

金橋訳港世界通

マジカルゲー ト

Al-Misbar

コ ネ ク ト ・イ ン タ ナ シ ョ ナ ル

Tour2Korea

韓 日文化交流

alittera translation service

livedoor Translate

livedoorギ ガ メ ー ラ ー

Worldlingo

Tango Town

NewsWatch

LISA

訳 してねっ と

Web/Text/Chat/File/Mail 英独中日露

http://www.165net.com/jpindex.jsp

Web/Text 英日

http://www.vi(-net.jp/hon/

Web 日韓

http://kr.japan.yahoo.com/

Web/Text 英インドネシア

http://www.toggletext.com/

Web/Text/Mail 英中日

http://www.netat.ned

Web/Mail 英中日韓葡仏伊西独

http://www.magicalgate.net/ja/index.html

Web 英アラビア

http://www.almisbar.com/salam _trans.htmI

Mail 英日

http://www.connect-i.co.jp/flextran/index.html

Web 日韓

http://japanese.tour2korea.com/12Home/translator.asp'?konum=7

Web/Text/Mail 日韓

http://www.kjclub.com/jp/

Text 英仏独伊西葡露

http://www.alittera.com/Auto.asp

Web/Text 英日中韓

http://translate.livedoor.com/

Mail 英日中韓

http://docs.livedoor.com/personal/

Web/Text/Mail 日中蘭英仏独希伊韓露葡西

http://www.worldlingo.com/ja/products_services/computer_translation.hunl

Web 日英

携帯電話専用

Text 英日

http://www.newswatch.cojp/translate/

Text 英独仏蘭希西伊葡中日韓露

http://www.lisa.org/

Web/Text 英日中

http://www.yakushite.net/
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Google Language Tools

CJT Survey

'宮i崎
11

Dictionary.com

DreamWiz

Fresh eye

Babelplex

Yahoo!Japan

メ ー ル ピ ア

xPost

Mitaka-the big word

YAMATO英 和

地球の歩き方

GoKorea日 韓 フ レ ン ズ

モバイルYahoo!

プ ラ ザ ト ウ キ ョ ウ ・ ド ッ ト ・コ ム

e翻 訳 ドッ トネ ッ ト

Yahoo!Babel Fish

Web/Text 英独仏西葡

http://www.google.com/language tools?hl=en

Mail 日英中韓仏伊葡

http://www.cjt-survey.com/contents/mail-trans.htm

Web/Text 日英韓中

http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/gyousei/html/common/tran/

Text 日英韓中仏独蘭希伊葡露

http://dictionary.reference.com/translate/text.html

Web/TexUSearch 日韓

http://japan.dreamwiz.com/

Web/Text 日英中

http://www.fresheye.com/

Search 英中蘭仏独希伊日韓葡露

http://www.babelplex.com/

Web/Text 英中日韓

http://honyaku.yahoo.co.jp/

Web変 更 情報 英日

http://www.asahi-net.or.jp/service/mail/mailpia/

Mail 英中日

http://www.tisiki.net/

Web/Text 英仏独伊西葡日

http://www.thebigword.com/MachineTranslanon.aspx

Text 英日

http://ogma.atnifty.com/ogma.htm

Text 英日韓中独葡

http://www.arukikata.co.jp/translation/

Web/Chat 韓日

http://www.gokorea.jp/

Text 日英

http://honyaku.mobile.yahoo.co.jp

Text 日英西伊葡仏露

http://www.plazatokyo.com/translate.php

Search 日中韓英仏伊西独葡

http:〃ehonyaku.netノ

Web/Text 13言 語

http://babelfish.yahoo.com/
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宝貝魚

熟考

Web/Text 13言 語

http:Ufanyi.cnyahoo.com/

Web/Text 英日

http://www.rozetta.jp/index.html
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 協会活動報告

(2006年4月 ～2007年2月)

総 会

 2006イ手三6月 16日

    ① 第1跣 義案

    ③ 第3号 儀 案

    ⑤ 第5号 儀 案

2005t}"IX事 業 幸侵告  (案)

2006年 度 事業計画(案)

役 員改選(案)

② 第2号 議案

④ 第4号 議案

⑥ 第61jP案

2005年 度 決算報告(案)

2006'x=度 ア算(案)

AAMT移 転 の件

報告会

 2006看卜6月 16日

    ① 技術動向委員会             ② 市場動向委員会

    ③ AAMTIJapio特 許翻訳研究会       ④ インターネッ トWG

講 演 会

 2006軒 三61116日

     「人間の誤 り、機械の誤 り:外 国語学習者のコーパスを見て考えること」

      明海大学 教授 投野 由紀夫 氏

     「知識処理と学習 ・環境適合技術の時代」

      情報通信研究機構 理事長/元AAMT会 長 長尾 眞氏

懇 親 会

 2006年6月16日 新お茶の水ビル ・サンクレール2階 「ビス トロ備前」

決算理事会

 20064卜6月 12日

    ① 第1号 ・議案

    ③ 第3_;案

    ⑤ 第5号 議案

監 事 会

 2006イ}二4月270

2005年 度事業報告(案)

役員改選(案)

役員改選(案)

'F成17年 度 会計報告

運 営 委 員 会

 2006年6月1日

    ① 理 事会、総会準備

    ③ 新AAMT体 制について

② 第2号 議案

④ 第4号 議案

⑥ その他

2005年 度 決算 報告(案)

AAMT移 転 の件

② H17年 度決算報告

④ その他
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市場動向調査委員会

 2006年4月10日

    ① 17年 度ベンダー調査報告         ②

    ③ その他

 20064F 5月 12日

    ① 17年 度ベンダー調査報告         ②

    ③ その他

 2006年6月5日

    ① 今までの委員会活動を振り返って     ②

    ③ その他

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 準 備 委 員 会

 2006年4月27日

    ① 委員会趣旨説明             ②

    ③ 今後の活動に関する討議          ④

 2006年6月1日

    ① 今後の活動に関する討議         ②

 2006年6月23日

    ① 活動内容について            ②

    ③ その他

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会

 2006をF9月22日

    ① 新委員(長)の 紹介          ②

    ② WGの 構成              ③

    ④ 活動計画の報告(各WGか ら)      ⑤

    ⑥ その他

 2006年10月30日

    ① MT評 価に関する勉強会         ②

    ③ 活動計画の報告(各WGか ら)       ④

    ⑤ その他

 2006年11月27日(wG② 「調査 ・広報 ・啓蒙」個別委員会)

    ① ユーザアンケー トについて        ②

    ③ 無料翻訳サイ トの調査状況         ④

ていつに動活,.J
後今

ていつに動活の後今

ていつに動活0後今

各委員会活動報告

その他

その他

新委員会、新メンバーの構成について

委員会の構成と活動内容について

各WGの 活動についての議論

全体活動1汁画についての議論

各WGの 活動についての議論

全体活動計画についての議論

MT動 向調査について

その他
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2006{可 三12月 18日

   ① MT研 究 開 発最新動;,]に 関 す る勉強会    ② 各WGの 活 動 につ いての議論

   ③ 活 動内容の 報告(各WGか ら)       ④ 全 体活動内容についての議論

   ⑤ そ の他

2007'f=11J 2511(WG② 「調 査 ・広 報 ・啓 蒙」個別委員会)

   MTユ ー ザア ンケー トのための最終調整

2007年1月26日 ～211911AAMT Webペ ー ジ ヒに て 「AAMT MTユ ー ザ ア ン ケ ー ト」 の 実 施

2007イト2月 7日

   ① これまでの活動の総括

   ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

   ⑥ その他

② 各WGの 活動にっいての議論

④ 全体活動内容についての議論

AAMTIJapio特 許 翻 訳 研 究 会

 2006彗 こ4月21日

    ① 新メンバー紹介            ② H17年 度報告,禦こついて

    ③ 今年度の活動について          ④ その他

 2006年5月19日 Japio訪11;1(自 由参加)

 2006僻 モ6月80

    ① Japioシ ステム見学(5119)報告       ② 今後の活動について

    ③ そ の他

 2006{卜7月 13日

    ① 新メンバー紹介(多 摩美大 安藤氏)

    ② 報告1「 特許対訳コーパスの規模別特性の研究」

    ③ 報告2「PAJタ イ トルを用いた特許翻訳の自動評価」

    ④ 報告3「 日英対訳を基にfl本 語部分の構 文構造を求める 科去の研究」

    ⑤ 今後の・拝務局運営について

 2006イト9月 1日

    ① 研究会の運営体制について        ② MT評 価について

    ③ 報告1「 特許対訳コーパスの規模別特性の研究」

    ④ 報告2「Japioコ ーパスからの 「一般用語の特殊訳例」のオミットについて」

    ⑤ 今年度の研究活動について
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200611'.10月6日

   ① 新 任挨拶(Japio奥 氏)

   ② 今 年度の研究活動 につい て

       a.自 動 評価           b.Japioコ ー パ スの特殊「沢で列

       c.訳 し分 けの(自 動)評 価 d.次 同サ ミッ トでのWS な ど

2006'F':1211 1 R

   ① 帰 国挨拶(Japio大 塩 氏)        ② 新 メンバー紹介(ATR隅 【li氏)

   ③ 今 年度の研究活動にっいて        ④ 報 告1「BLEUの 問 題点について」

   ① 報 告2「 日英翻訳 にお ける対訳曖昧性 に関す る調 査につい て」

2007イ ト1月26日

   ① 今 年度の研究活動について         ② 今 年度の報告書作成について

   ③ 次 回サ ミッ トでのWS開 催について

編集委員会

 2006{卜9月 29目

    ① AAMT Journal No.39の 企 画 について   ② 次 々弓・以降の企画について

    ③ 今 後のAAMT Journalの 形 態 につ いて   ④ そ の他

 2006イ1こ10)」30日

    ① AAMT Journal No.39の 企 画内容の確定  ② 次 々,;以 降 の企画について

    ③AAMT HP上 で の公 開について(イ ンターネ ッ トWGリ ー ダー参加)

    ④ そ の他

イ ン タ ー ネ ッ トワ ー キ ン グ グ ル ー プ

    ① AAMT Web pageの 更新(毎 月)

    ② AAMT FORUMで の情報発信(月 数回)

    ③ 委員会活動におけるメイ リングリス トの管理

    ④ その他ネッ トワーク関連のインフラ管理全般
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MT SUMMIT XI

             September 10-14,2007

Copenhagen Business School, Copenhagen, Denmark

The Eleventh Machine Translation Summit, organized by the European Association for Machine

Translation(EAMT), will be held in Copenhagen, Denmark,10-14 September 2007.

 MT Summit XI will bring together scientists, developers and users of machine translation and other

tools for multilingual processing. Cutting-edge research and demonstrations from leading academic,

business and government organizations will showcase the latest results. During the main conference, MT

Summit XI will have numerous sessions including research papers, reports on users'experiences,

discussions of policy issues, invited talks and panel discussions. Before the main conference, the program

includes two full days of tutorials and workshops. These wide‐ranging activities in the machine

translation will allow participants from research, business and government to get together to explore how

to use machine translation technology to conquer language barriers and overcome the digital divide.

  The EAMT cordially invites you all--researchers, developers, providers, users, and observers--to MT

Summit XI, to contribute to and witness ongoing efforts in developing and using machine translation

technology and tools for translation support.

For more details, please visit the EAMT website:http:〃www.eamt.ors/cfp/MTS-1stcall。htm

2007年9月10日(月)～14日(金)

    デ ンマ ー ク、 コペ ンハー ゲ ン

European Association for Machine Translation(EAMT)主 催 による第11回 機械翻訳サ ミッ ト(MT Summit

XI)が2007年9月 、デ ンマー クのコペ ンハー ゲンにて開催 され ます。

 MT Summit XIは 、 機械翻訳分野の研究者、開発者、ユーザ等の幅広い関係者 を対象 としてい ます。..}{要

な学術、民間 、政府機 関等 による最新の研究 発.表やデモが 予定 され てい.ます,,サ ミッ トの本 会議 では、研 究論

文発表、ユーザ レポー ト、招待 講演、パ ネル討論等が用意 されてお り.ます、、更に、本会議前後の拡張プ ログラ

ムと して、チ ュー トリアル、 ワー クシ ョップ、デモセ ッシ ョン等が予定 され ています。 この よ うに機 械翻訳に

かかわ る幅広い層の参加者が.一堂に会す ることに より、言語障壁やデ ジタルデ ィバイ ドを克服す るための議論

が活発に行われ るもの と期待 してお ります。

※ AAMT-Japio委 員会}{催 の特許翻訳{こ関するWSも 予定されております、

MT Summit XIへ の 皆 さまの ご参加 をお待ち してお ります。

発 表申込み、参加申込み等の詳細 に関 しては、以 下EAMTの ウェブペ ー ジを ご参,照くだ さい。

http:〃www.eamt.org/cfp/MTS-lstcall.htm
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一
AAMTジ ャーナル編集 委員会委li長

筑波 大学大学院 システ ム情 報Bγ 糊:づビ科

        知能 ヰ幾能 シ ステ ム【1,「攻

           宇 津1㌧「1 武 仁

AAMT会tiの 皆 様、は じめ ま して,,

 昨年6月 の総会 よ り、辻 井前会長か ら井佐原 新会長へ と体制の交代 が行 われ 、井佐原新 会長体1111」の もとで 、AAMT

ジ ャー ナル編 集委員会委員長を仰せ つか りました。編集 委員長 とい う不慣れ な役割 では ござい 裏すが、経験III_S1.富

な編集 委員、 事務局、前編 集委員長(新 会長)の 方々か らの強力なサポー トを受 けて、会員の皆様の ご期待に沿

えるよ うな紙 面を作ってい く所存 です。

 さて、今}}は 、井佐原均新 委員長体制の もとでの最 初の号であ ります、、新体制の もとで、 支ずは表紙のデザイ

ンを変 更す るべ し、 との新会長命 を受 け まして、編 集業務担 当の(株)ナ ビックス様 の ご協 力の もとで、複数案に

ついての審議 を経 て、今回おT-JL,に 届 きま したデザイン とな りました,掲 載記事につ き主 しては、会長交代に伴

います 各委員会の新 体制の紹 介、新旧会長か らの ご挨拶 をは じめ としま して、通常総会お よび関連行 卿)報II"、

翻 訳関係催 し物 の報告、ベ ンダー か らの レポー ト等を掲 載 しました。 特に総会関連 行`1姥 して、 このたびAAMT

長 尾賞 が創 設 され ましたので、第一回受 賞者の法人会員か らの ご寄稿 を掲 載いた しま した,

 次iiTj・以 降の企画案につき まして も、編 集委員会で案を練っている ところです が、新企画の 芽と して、翻訳サー

ビス提 供側 の会員 と翻訳サー ビス`}:受側 の会員が もっ と相互に知 り合えるよ うな企画、機械翻訳 ビジネスの最 新

動向、海外機械 翻訳動向 といった案が出てい ますので、順次取 り組んでい きたい と考えてい 蓑す、、会員の皆様 か

らの企画案 も積 極的に取 りLげ たい と思い ますので、案が ござい ま した ら、ぜひ編集 委員会 気でお寄せ ドさい1
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